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入学宣誓式のようす

北海道薬学大会 公開シンポジウムのようす
学生部長表彰を授与された学生

ハワイで行われた語学研修

薬物乱用防止キャンペーンに本学学生が参加
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学位記授与式を挙行
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学生部長表彰の授与式が行われました
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平成23年度　薬剤師生涯研修プログラム

「北海道薬学実務実習フォーラム2011」報告

ノースカロライナ大学 Williams先生の特別講演会を開催

第5回薬物乱用防止キャンペーンに参加して

交通安全講習会（SDA総会）を開催

第３回海外語学研修 in ハワイ

平成22年度の「Good Lecturer賞」が決定

本学による東日本大震災被災地での支援活動

人事異動のお知らせ

校務役職発令

平成23年度学部入学試験結果

第96回 薬剤師国家試験結果

学部奨学生、大学院研究奨励生が決定

平成23年度 年間行事予定

オープンキャンパスのご案内

平成24年度 学生募集要項（概要）
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　平成23年度の入学宣誓式を4月5日
（火）に挙行し、薬学部薬学科224名、大学
院薬学研究科生物薬学専攻博士後期課
程2名が入学しました。ここに、入学宣誓
式での学長告辞の全文を掲載します。

　本日の告辞に先立ち、今度の東日本
大震災において亡くなられた方々のご
冥福をお祈りし、被災された方々に心
からお見舞いを申し上げます。この災
害に対し、すでに本学からもボラン
ティア活動を希望した実務家教員2名
を被災地に派遣し、薬剤師として緊急
医療に多大な貢献を果たしたことを合
わせてご報告致します。
　本日、ここに薬学部薬学科224名、大
学院薬学研究科博士後期課程2名の入
学生を迎えることができました。
　今日の良き日に、御来賓として学校
法人北海道尚志学園の西理事長をはじ
め役員の方々ならびに本学名誉教授、
同窓会会長、父母後援会会長、北海道薬
剤師会会長のご列席をいただき、ご家
族ともども諸君の入学を祝福できます
ことは大変喜ばしく、本学教職員一同
を代表し、心からお祝い申し上げます。
学部入学の諸君は、本学を目指した延
べ640名の志願者の中から選抜された
皆さんです。本当によく頑張りました。
また、諸君を温かく見守り、励まして下
さった先生やご家族の方々への感謝も
忘れないで下さい。
　今日の私の告辞には手話通訳が付
いています。今年度入学者の中に聴力
障がいを持つ学生さんがいます。彼は
重度の聴力障がいを持っていますが、
将来は薬剤師として活躍したいとい
う強いモチベーションを持っていま
す。彼は、薬系大学にはめずらしい身
体障がい者入試枠を持つ本学を志望
してきました。もちろん本学は、彼が
勉学を続ける上で種々の支援を行っ

ていきます。しかし、授業を受け、大学
生活をおくるには、身近にいる同級生
の諸君の理解と協力が必須となりま
す。彼のコミュニケーション上の問題
を克服し、学生生活を支援するため
に、諸君の中からボランティアを募集
し、支援チームを編成します。本学の
身体障がい者に対する教育姿勢を理
解・共感し、多くの同級生諸君が参加
されることを期待します。
　さて、本学の学章（エンブレム）です
が、中心にあるロゴマークHPUは北海
道薬科大学、すなわちHokk a i d o  
Pharmaceutical Universityの頭文字を
表しています。外側の輪には、さらに
School of Pharmacyとあります（本紙
「表紙」参照）。大学でいうところのス
クールとは、4年制学部のカレッジにさ
らに2年間の修士課程を上乗せしたよ
うな、いわゆる高度専門職能コースに
相当するものを意味します。したがっ
て、諸君が卒業時に得られる学位は学
士（薬学）ですが、実際には、修士（薬学）
に相当するものです。世界的にみて、薬
剤師は医師と同様にプロフェッショナ
ルとして国民から信頼、尊敬される職
業であります。そのために、薬剤師には
薬学に加え医療についても十分な知識
が要求されますので、日本でも薬剤師
養成教育は平成18年から修学年限が6
年に延長されました。諸君はその6期生
です。どうか諸君は、「薬剤師になる」と
いう高いプライドを持って学んでほし
いと願います。
　次いで、本学の教育理念についてお
話ししたいと思います。本学の教育理
念は単なる「標語」ではなく、その中に、
本学の教育に対する想いがすべてこめ
られています。すなわち、「ファーマ
シューティカル・ケアの実践を通じて
地域社会ならびに国民の健康と福祉の
向上に寄与する薬剤師の養成を図る」

とあります。ここで、「ファーマシュー
ティカル・ケア」なる専門用語が出てき
ますが、これについてはこれからの授
業で十分に説明します。とりあえず、
「患者指向の薬剤師業務」とおおまかに
とらえて下さい。とにかく、こうした業
務を通して、地域医療、地域住民の健康
に貢献しうる薬剤師を養成するという
ことです。
　この教育理念を実現するために、本
学のカリキュラムでは、病態を理解し、
それに基づく薬物治療の実際を学ぶ薬
物治療学に多くの時間を割き、薬物療
法のスペシャリストとしての資質をみ
がきます。さらに、地域医療に係わる薬
剤師業務の実践力を高めるために、社
会薬学系の授業にも多くの時間をかけ
ています。したがって、授業の形態も、
これまでのように講義中心型から、演
習や実習のような学生参加型、あるい
は事例や症例の中から問題を自ら見つ
け解決していく、いわゆる問題解決型
（PBL）に変わります。学生からみると、
受け身の授業から積極的に参加するス
タイルのものに変わります。これから
の勉学モードを、暗記中心の受け身的
学習から自発的に取り組む問題抽出、
解決型学習へと切り替える必要があり
ます。
　ファーマシューティカル・ケアを実
践する上で、「病める者に奉仕する医療
人としての心構え」と、患者を中心とす
る医療チームの中で、「患者および他の
医療スタッフとのコミュニケーション
能力」は、特に重要となります。こうし
た資質を身につけるため、本学では医
療人としての倫理・態度教育を重視し
ています。例えば、挨拶やエチケット遵
守、禁煙の励行、法令の順守などを求
め、さらに、そうしたものを育むクラブ
活動やボランティア活動を積極的に推
奨します。これらは授業ではなく、日常

の大学生活の中で積極的に身に付ける
ものです。
　以上お話ししてきたように、本学は
諸君にとって、単に薬剤師免許取得の
ための予備校ではないことが理解して
頂けましたでしょうか。本学が教育理
念に基づいて提供しているカリキュラ
ムや種々のプログラムを実行してもら
えれば、6年後には諸君は必ず卒業し、
薬剤師国家試験に合格し、薬剤師とし

てスタートできることを保証します。
そのために必要な、本学における勉学
に対する決意を明らかにすべく、本日、
諸君全員に入学宣誓書を提出してもら
いました。どうか忘れないで守り続け
て下さい。
　諸君は、将来、医療人としての心構え
を持つ薬剤師となり、患者に尽くし、地
域の人々から信頼される人生を送りた
いという夢をもって、今、薬学を学ぶス

タートラインに立ったところです。
有名な物理学者アインシュタインは、
人生について次のように語っていま
す。すなわち、「人生の過ごし方には、二
つの方法がある。奇跡など決して起き
ないと考える過ごし方と、もう一つは、
すべてが奇跡だと考える過ごし方だ」
です。今日のお祝いの日に、この言葉を
贈り、6年後には諸君の夢が実現します
よう心から願って、告辞とします。
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　平成23年3月11日（金）に、平成22年
度学位記授与式が札幌ガーデンパレ
スにおいて挙行されました。学位記授
与式では、修了生と卒業生一人ひとり
に対して学長から学位記が授与され
ました。引き続いて、成績優秀者とし
て、大学院生物薬学専攻博士後期課程 
小山恭平君、大学院生物薬学専攻修士

課程 山本 潤君、大学院臨床薬学専攻
修士課程 原田瑞記君、および学部医
療薬学科 青柳 舞さんに、学長より表
彰状と副賞が贈呈されました。学長告
辞、来賓祝辞、卒業生答辞の後、大学院
修了生と学部卒業生全員で薬剤師と
しての誓いを宣誓し、学歌斉唱をもっ
て閉式しました。

　授与式終了後には、同ホテルにおい
て、来賓、大学院修了生、卒業生、ご父
母、教職員の参加による、大学主催の
祝賀会が行われました。

平成23年度新入生一泊オリエンテーションを実施
　平成23年4月7日（木）、8日（金）の2日
間、北広島クラッセホテルにて新入生
一泊オリエンテーションを実施しまし
た。今年で3年目となる本行事は、新入
生がクラス担任、学生同士の親睦を深
めるとともに、これから始まる大学生
活への不安を和らげ、スムーズに大学
生活に入ることができるようになるこ
とを目的としています。昨年度までの
実績を踏まえ、今年は他のオリエン
テーションや基礎学力テストとの日程
を調整し、学生にできるだけ負担のか
からないように週末直前に実施すると
ともに、スケジュールにも余裕を持た
せるようにしました。それでも深夜ま
で友達と語り合って、翌朝は眠そうに
している学生もいました。
　本年度も2～5年の学部生および大学

院生20名がファシリテーター（進行役）
として、準備や当日の進行に活躍して
くれました。また、教員も実施3年目と
いうことで進行にも慣れ、例年以上に
スムーズで和やかな雰囲気のうちに終
了することができました。参加した新
入生からは「最初は不安だったけど、ク
ラスのメンバーと友達になれてよかっ
た」「担任の先生がすごく話しやすい。
これなら相談できそう」「いろいろな
ワークを通じてたくさんの人と話がで
きた。またやりたい」「大学生活に向け
て少し不安が解消できた」といったコ
メントが得られました。また教員から
も「自分のクラスの学生がどんな学生
かよく分かった」「今年の新入生の雰囲
気がつかめた」といった意見も聞かれ、
参加者全員にとって意義のある行事と

なりました。
　次年度は、本オリエンテーションの
企画、準備段階から積極的に在学生に
かかわってもらい、学生自身の手で作
り上げる一泊オリエンテーションにし
ていきたいと思います。

学位記授与式のようす

親睦を深めたオリエンテーション
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P U B L I C  R E L A T I O N S  M A G A Z I N E

　平成23年4月16日（土）、態度学習支援
委員会の主催で新入生を対象にした喫
煙・薬物乱用防止に関する講演および一
人芝居を開催しました。本学11期生であ
る医療法人社団札幌百合の会病院診療
部長 山崎史一氏が、薬剤師の立場から
「喫煙と健康被害について～禁煙のすす
め～」を講演し、俳優・モデルの内谷正文
氏は、薬物依存患者を持つ家族の立場か

ら「ADDICTION・今日1日を生きる君」
を、一人芝居を交えて講演しました。新
入生は、薬物の恐怖を訴えるスライドや
迫真の演技に真剣に見入っていました。
　また、講演会終了後、桂青館において
恒例の新入生歓迎会が開催され、新入
生、在校生、教職員を含めて300人ほど
が参加しました。新入生と在校生は、軽
食が用意されたテーブルを囲み、立食

形式にて親睦を図りました。桂青会会
長の4年生 鵜野竜馬君の司会進行によ
り桂青会活動やクラブ活動の紹介、軽
音ライブなどが行われ、盛況のうちに
歓迎会は終了しました。

新入生対象講演会および歓迎会

多くの新入生が参加した歓迎会

小山氏に博士学位を授与
　平成23年3月11日（金）に挙行された学位記授与式において、小山恭平氏（大学院博士後期
課程）に博士（薬学）が授与されました。小山氏の論文題目とその内容は下記のとおりです。

本学学生および教員が北海道薬学大会で発表
　平成23年5月21日（土）、22日（日）に札
幌コンベションセンターで開催された
北海道薬学大会において、本学から39件
の発表が行われました。今回の特徴とし
て、6年生の卒業研究による発表が23件

と多くを占めたことが挙げられます。
　また、公開シンポジウム「ジェネリック医
薬品をどう伝える？～多様な視点から捉え
る情報共有のあり方～」において、本学6年
生の伊東かほりさんが薬学生の立場から、

模擬患者の会の山口恵子さんが一般市民の
立場からパネリストとして参加しました。

学生部長表彰の授与式が行われました
　平成23年4月18日（月）、会議室において、学生部長表彰の授与式が行われました。今回の受賞は社会活動において優れ
た成果を収めた2名が対象となりました。表彰者には、猪爪学生部長から表彰状および副賞が手渡されました。

ポスター発表のようす

　反応性が高い活性酸素は、非特異的に生体成分を酸化し、心機能障
害を含む種々の疾患を引き起こす。小山氏は、過酸化水素（H2O2）に暴
露した心筋細胞が、細胞肥大または細胞死に至る機構について研究
した。培養心筋細胞において、H2O2処理は肥大に関連する遺伝子の発
現および細胞周期の停止に関わるp21遺伝子の発現を惹起し、細胞分

裂と細胞増殖の停止を伴う細胞肥大を誘導すること、一方、細胞内に
おいて、H2O2から誘導される反応性の高い酸素ラジカル種は、細胞死
を惹起することを明らかにした。この研究結果は、活性酸素種の違い
が細胞に異なった現象を誘導することを明らかにし、心疾患の予防
および新たな治療法の開発に寄与する重要なデータを提供する。

「過酸化水素処理による心筋細胞の肥大と細胞死に関する研究」
博士学位を授与された小山恭平氏

論文題目

薬学部薬学科６年　髙橋 涼太 君　活動内容／｢薬学教育協議会フォーラム2011での発表｣

薬学部薬学科６年　丸山 将裕 君　活動内容／｢ツール・ド・北海道 シャペロン業務活動での活躍｣学生部長
表彰者
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　北海道薬科大学は平成20年度より薬剤師生涯研修プロバイダーとしての認定を受けており、これまで9名の方に認定薬剤師
証を発行しています。平成23年度の研修プログラムが下記のとおり決まりました。研修プログラムは、患者、医療、社会に貢献す
る薬剤師を支援する内容となっています。ぜひとも受講し、自らの職能を高めてください。なお、詳細は本学ホームページ
（http://www.hokuyakudai.ac.jp）の「薬剤師生涯研修認定制度」を参照してください。

平成23年度　薬剤師生涯研修プログラム

●平成23年度　開催講座予定

講座名 回数 内　容 講　師 開催日 受講
定数 会　場

1 臨床コミュニケーション 北海道薬科大学　准教授　野呂瀬崇彦
北海道薬科大学　教　授　早勢　伸正

H23/5/15（日） 20 北海道薬科大学
2 調剤 H23/6/19（日） 20 北海道薬科大学
3 栄養輸液管理 北海道薬科大学　教　授　郡　　修徳 H23/7/24（日） 20 北海道薬科大学
4 医薬品情報の収集と評価 北海道薬科大学　教　授　黒澤菜穂子 H23/8/21（日） 20 北海道薬科大学

5 薬歴管理 北海道薬科大学　教　授　早川　　達 H23/9/4（日） 20 大学共同利用施設ACU

薬剤師
スキルアップ
講座

6 薬物治療モニタリング 北海道薬科大学　教　授　猪爪　信夫 H23/10/30（日） 20 北海道薬科大学

1 糖代謝異常疾患 市立札幌病院　糖尿病内分泌内科 部長　柳澤　克之
時計台記念病院 薬剤部長　毛利　智彦 H23/10/15（土） 40 大学共同利用施設ACU

2 炎症性腸疾患
旭川医科大学　消化器・血液腫瘍制御内科学分野
 准教授　藤谷　幹浩
北海道薬科大学 准教授　大滝　康一

H23/11/5（土） 40 大学共同利用施設ACU

3 喘息・COPD
旭川医科大学　循環・呼吸医療再生フロンティア講座
 特任教授　長内　　忍
旭川医科大学病院 薬剤部　井上　正朝

H23/12/17（土） 40 大学共同利用施設ACU

4 統合失調症 旭川医科大学　精神医学講座 准教授　田村　義之
北海道薬科大学 准教授　大滝　康一 H24/1/14（土） 40 大学共同利用施設ACU

5 感染症
旭川医科大学病院　呼吸器センター　感染制御部部長 
 教授　大崎　能伸
旭川医科大学病院 副薬剤部長　粟屋　敏雄

H24/2/11（土） 40 大学共同利用施設ACU

病態・薬物治療
フォローアップ
講座

6 緩和医療
勤医協中央病院 ホスピスケアセンター長
 緩和ケア科科長　小林　良裕
北海道薬科大学 准教授　今田　愛也

H24/3/10（土） 40 大学共同利用施設ACU

1 輸液療法に強くなろう！
～電解質輸液～

手稲渓仁会病院 腎臓内科部長　山地　　泉
手稲渓仁会病院 副薬剤部長　本郷　文教
北海道薬科大学 教授　郡　　修徳

H23/6/4（土） 40 大学共同利用施設ACU

2 輸液療法に強くなろう！
～栄養輸液～

札幌医科大学附属病院　第一外科 講　師　信岡　隆幸
 薬剤部　高橋　和也
北海道薬科大学 教　授　郡　　修徳

H23/6/11（土） 40 大学共同利用施設ACU
薬剤師

ステップアップ
講座

3 薬剤師のための
フィジカルアセスメント

学外講師　２名
北海道薬科大学 教　授　早勢　伸正
 准教授　加納誠一朗
 助　教　藤本　哲也

H23/11/20（日） 40 北海道薬科大学

1
（98）

生薬・漢方薬と
西洋薬間の薬物相互作用

名古屋市立大学大学院薬学研究科
医療分子機能薬学講座　生薬学分野
 准教授　牧野　利明

H23/5/13（金） ̶ ホテルポールスター札幌

2
（99）

災害時における薬剤師の役割
「東日本大震災における支援活動を通して」

北海道薬科大学 教　授　古田　精一
 准教授　野呂瀬崇彦 H23/6/25（土） ̶ ロワジールホテル旭川

3
（100） 臨床薬学教育と実務家教員（仮題） 北海道薬科大学 准教授　今田　愛也 H23/9/3（土） ̶ ホテルサンルート室蘭

薬剤師
教育研修会
薬剤師

アップトゥデート
講座

4
（101） 症例から考える薬物相互作用（仮題）

筑波大学大学院　人間総合科学研究科
（筑波大学附属病院薬剤部副薬剤部長）
 准教授　本間　真人

H23/11/18（金） ̶ 札幌市教育文化会館

※ACUは、札幌市中央区北4西5 アスティ45内の大学共同利用施設です。

P U B L I C  R E L A T I O N S  M A G A Z I N E

　平成23年4月23日（土）、北海道地区調
整機構、北海道薬剤師会、北海道病院薬
剤師会、道内薬系3大学の共催で、「北海
道薬学実務実習フォーラム2011」を開催
しました。当日は、受入施設の指導薬剤
師の先生方に多数ご参集いただき、会場

は満席でした。
　本フォーラムでは、薬学教育史上初めて
行われた6年制薬学部の学生の長期実務
実習について、調整機構、受入施設、大学そ
れぞれの立場から報告が行われました。
　今後の課題として、グループ施設での

実習受入、就職活動などを考慮した学生
の割付け、欠席についての統一見解、
Webシステムの統合、共通の指導マニュ
アルの作成など多くの要望があり、調整
機構を中心に、長期実務実習をさらに改
善・整備していくことを確認しました。

「北海道薬学実務実習フォーラム2011」報告
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　平成23年3月7日（火）に、本学主催、日本
薬学会北海道支部の共催によりノースカ
ロライナ大学薬学部（以下UNC）のDennis 
Williams准教授をお招きして特別講演会
を開催しました。Wi l l i ams先生は
「Residency Training for Pharmacists」と題
し、アメリカにおける薬剤師の卒後研修制
度必修化の可能性とその現状について講

演くださいました。また、本年1～4月には、
UNCと本学との間の新たな教育プログラ
ムとして、両大学の学生がインターネット
を通じて、症例に基づいた薬物療法に関す
るディスカッションを行いました。
Williams先生はこの教育プログラムの責
任者でもあり、そのメリットや改善点など
の現況も合わせて報告して頂きました。

ノースカロライナ大学 Williams先生の特別講演会を開催

講演するWilliams先生

P U B L I C  R E L A T I O N S  M A G A Z I N E

　平成23年3月21日（月）に、札幌薬剤師
会およびAIR-G’FM北海道が主催する
「第5回薬物乱用防止キャンペーン“ひ
とつの命を大切に”」が、サッポロファ
クトリーアトリウムにおいて開催され
ました。今回は、北海道日本ハムファイ
ターズや北海道フットボールクラブコ
ンサドーレ札幌も特別協賛しました。
本学からは、桂青会薬物乱用防止局局
員を中心とした学部生13名と大学院生
1名が参加しました。
　本キャンペーンは、違法薬物や薬物乱用
についての情報を発信することによって、
より多くの人たちに薬物乱用の危険性を理
解してもらい、薬物を絶対やらないという
強い意識をもってもらうことを目的として
います。ステージでは、薬物乱用をテーマと
した寸劇や、高校生による薬物乱用防止パ
ネルディスカッション、薬物乱用に関する
クイズなどが行われました。アトリウムに

は、おくすり相談コーナーや血管年齢測定
コーナーなどのブースも設けられました。
　本学は、ステージ上で「こども調剤体
験～注射剤の調製」のイベントを実施
し、「北海道薬科大学における薬物乱用
防止への取り組み」について報告しま
した。ブースでは、「こども調剤体験～
粉砕調剤」を行い、「市販薬の乱用につ
いて」と「ドーピングについて」の薬物
乱用防止ポスターを掲示しました。
　本キャンペーンを開催するにあたり、
私は札幌薬剤師会の先生方やAIR-G’FM
北海道の方々と打ち合わせを行い、1カ
月以上前から準備を始めました。また、
今回初めて、AIR-G’FM北海道の薬物乱
用防止を訴えるラジオCMに4年の佐藤
宝さんと私が参加しました。ラジオCM
の内容は下記のとおりです。
　「違法薬物は脳神経を破壊して自分
の意志をコントロールできなくしま

す。壊れた脳を元に戻すことは難しく、
社会生活に戻るには長い時間がかかり
ます。絶対に誘いにのってはいけませ
ん。（大野）」
　「身近にある風邪薬や痛み止めなど
を、遊びや快感を求めるために使用す
ることも薬物乱用です。北海道薬科大
学では、薬物乱用防止を呼び掛け、情報
の発信に取り組んでいます。（佐藤）」
　私は、本学の桂青会から発足した薬物
乱用防止局を拠点として、今後も薬物乱
用防止活動を継続・活発化することで、
より多くの人に薬物乱用の危険性を示
し、防止を呼びかけていきたいと思いま
す。本学の皆さんも今後ますます協力し
てくれるよう願っています。

第5回薬物乱用防止キャンペーンに参加して

本学コーナーでのようす

桂青会　薬物乱用防止局  局長　２年 大野　凌也

交通安全講習会のようす

　平成23年4月25日（月）に、平成23年度
SDA（安全運転者の会）総会および交通
安全講習会が開催され、約170名の学生
が参加しました。総会は現SDA会長・木

﨑久実さん（4年）の司会で進められ、新
会長に大橋彩加さん（3年）が選出されま
した。平成22年度決算と平成23年度予算
が承認された後、「セーフティーラリー
北海道2011」の紹介と参加申込が案内さ
れました。引き続き、小樽警察署 浅井高
広交通課統括官による交通安全講習会

が行われ、交通事故に至る状況と危険性
を再認識することが促されました。

交通安全講習会
（SDA総会）を開催
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第３回海外語学研修 in ハワイ

　ハワイでの２週間は、あっという間
で毎日が本当に楽しく充実していまし
た。そして、大学生だからこそできる多
くの貴重な体験ができました。
　出発前、英語が苦手なことと初めて
の海外で、不安もありましたが、それ以
上に今までにない経験ができることへ
の期待のほうが大きかったです。
　プログラム内容は、English Class、
Interchange、フラレッスン、植物園見
学、スポーツ観戦、ハワイ歴史ツアー、病
院見学、薬局見学でした。English Class
では、7W’s（When、Who、What、How、
Where、Why、Wow!）を使って発表した
り、日本と異なるハワイの生活やフラな
どの授業に向けての勉強をしたりしま
した。ハワイ大学の学生と話す週２回の
Interchangeでは、趣味、学校生活、おす
すめのお店やローカルフードについて
教えてもらいました。学生はアジアの文
化に興味のある人が多く、好きな日本や
韓国の音楽やドラマ、芸能人の話がで
き、初めは緊張しましたが、とても楽し
い時間を過ごすことができました。病院

　平成23年3月6日（日）より20日（日）までの２週間にわたり、ハワイ州立大学マノア
校において希望者15名による短期海外語学研修が行われました。
　本研修は本学英語教育プログラムの一環として導入され、今回で第３回目とな
りました。英語レッスン、現地学生との交流、病院見学やフリータイムでの珍道中
などを経験することにより、語学の得手不得手に関わらず全員が「楽しみながら英
語に触れる」ことができるのが本研修の特徴です。本年度も海外文化の理解を深め
充実した研修となりました。下記に参加学生の紀行文の一例を紹介します。

見学、薬局見学では日本との類似点や相
違点を間近で見学することができ、とて
も勉強になりました。薬局は当初行く予
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の文化や雰囲気を肌で感じることができ
ました。町はいつも明るくのんびりして
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　また、ハワイ滞在中、日本では東日本大
震災という国内史上最大規模の地震と津
波が発生し、多くの悲しみが生まれまし
た。海外メディアでも連日報道され、各地
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研修中のひとコマ

P U B L I C  R E L A T I O N S  M A G A Z I N E

４年　ハワイ語学研修を振り返って 高塚　千恵

　良い授業を提供した教員を表彰する
「Good Lecturer賞」の受賞者が決まり
ました。平成22年度は、学生の皆さんが
前・後期の最終授業アンケート時に投
票し、その結果より受賞者を決定しま

した。受賞者と担当科目は上表のとお
りです。受賞者の行う授業は教員に公

平成22年度の
「Good Lecturer賞」が決定

開し、授業改善につなげていきたいと
思います。

学年

1年

前期
教員名
渡部　智希

山下　　浩

丹保　好子

坂東　　勉

野呂瀬崇彦

物理学Ⅰ

生薬学Ⅰ、演習Ⅲ

公衆・環境衛生学

臨床薬理学

臨床コミュニケーション論

桜井　光一

山下　　浩

山下　美妃

猪爪　信夫

生化学Ⅰ

生薬学Ⅱ

輸液・栄養管理学

臨床薬物動態学Ⅰ

担当科目 教員名 担当科目
後期

2年
3年
4年
5年
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バケットを用いて仮設診療所の薬品棚を作成薬袋を作成するボランティアの方たち薬剤師が24時間対応することを告知

移設した診療スペース

避難所到着時の診療室（石巻高校）

石巻高校近くの被災状況

使用した自動車と表記（函館港にて）　

石巻高校へ向かう道路の状況（3月17日）

　平成23年3月11日（金）に発生した東日本大震災の被災地において、本学の教員および学生がさまざまな支援活動を行ってき
ました。今回はその活動内容についてご紹介します。

　私たちは、3月16日（水）早朝4時に札
幌を出発し、同日22時に、無事、仙台の
宮城県薬剤師会対策本部に到着しまし
た。対策本部からは、翌日から宮城県医
療チーム薬剤師班として、石巻市で活
動することなどの指示を受けました。
翌17日（木）午前、石巻赤十字病院内の対
策本部に到着し、避難所である石巻市役
所と石巻高校において活動するように
との指示を受けました。石巻市役所や石
巻高校に向かう道路には、まだ手つかず
の瓦礫や自動車、船舶などが散乱し、改
めて被害の大きさに驚きました。

　以後、古田と野呂瀬は、石巻市役所と
石巻高校で連携し合いながらも別々の
救護活動を行っています。それぞれの
活動内容を簡単にご紹介します。
　古田は、石巻市役所到着後すぐに、3
日間不眠不休で支援活動に当たってい
た地元の薬剤師の先生から業務を引き
継ぎ、調剤や医師の処方支援業務を開
始しました。薬剤は十分な種類や量が
ないため、投与日数を3日間とし、地元

のボランティアの医師に代替薬の提案
をしながらの調剤でした。

　次第に、避難所での生活に伴うスト
レスによる不眠や下痢などの症状を訴
えたり、慢性疾患の薬が切れたといっ
た患者さんが増え始めましたが、散剤
用のはかりや水剤用のメートグラス、
シロップ用の水薬瓶がないため、小児
の散剤は分包品をお渡しし、目分量で2
分の1、3分の1など1回の投与量につい
て指示を行い、小児のシロップ剤は注
射器と三方活栓を活用し、注射器目盛
を目印にして対応しました。
　また孤立した地区においても、空路ヘ
リにて向かい、業務を行いました。帰り
のヘリの時間が決まっており、現地に滞
在できる時間が限られていたため、体調
変化のない慢性疾患の患者さんには、医
師の診察なしでお薬手帳などを基に投
薬を行い、服薬指導の中で医師の受診が
必要と判断した方には医師の診察を受
けてもらうこととしました。

　また市役所職員が常駐していない規
模の小さな避難所に向かい、OTC医薬
品などの配置を確認して、配置が十分
でない場合にはOTC医薬品を供給しな
がら避難所の状況を把握し、対策本部
へ伝えるなどの活動を行いました。一
部の避難所へは車で行くことができ
ず、徒歩で向かいました。
　野呂瀬は、3月17日に石巻高校到着
後、地元の薬剤師から早々に業務引き
継ぎを受け調剤業務を開始しました。

　当初は医師1名、薬剤師1名の診療室
でしたが、3月19日（土）より近隣の避難
所診療室と統合し、仮設診療所を立ち
上げました。避難所および周辺住民に
対して、連日300枚近くの処方せんに対
応しました。薬袋がないため、当初は持
参したチャック付ビニール袋で対応し
ましたが、それがなくなると、避難され
ている住民の方たちが茶封筒を使って
薬袋作成を手伝って下さいました。多
くの住民がお薬手帳や薬剤情報提供文
書をお持ちになられたのでスムーズに
薬剤選択や処方支援を行うことがで
き、平時の医療が災害時に生きること
を実感しました。同診療所には野呂瀬
が常時滞在したため、24時間体制で健
康相談に対応し、必要に応じてOTC医
薬品を提供したり、これまで服用して
いた医薬品が特定できれば、薬剤師の

判断で薬剤の供給を行ったりしまし
た。さらにOTCでは対応できないと思
われる方に対しては、事前に医師の了
解を得て、必要事項を記録の上で薬剤
師の判断により医薬品の提供なども行
いました。改めて災害医療における薬

剤師の重要性を認識しました。
　我々は、3月22日（火）に石巻での活動
を終え、後続隊への引き継ぎなどを行
い、3月23日（水）大学に到着し業務を終
了しました。
　今回の貴重な経験を教育に生かし

て、災害時における薬剤師の役割を伝
えていく所存です。最後に、この活動を
行うに当たってご支援いただいた大和
田学長ならびに関係者の皆様に感謝申
し上げますとともに、被災地の一日も
早い復興をお祈り申し上げます。

本学による東日本大震災被災地での支援活動

東日本大震災被災地での医療支援活動に参加して 地域医療薬学分野　教　授 古田　精一
薬事管理学分野　　准教授 野呂瀬崇彦
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活動報告をする高橋涼太君

現地での牧野講師

バケットを用いて仮設診療所の薬品棚を作成薬袋を作成するボランティアの方たち薬剤師が24時間対応することを告知

移設した診療スペース

避難所到着時の診療室（石巻高校）

石巻高校近くの被災状況

使用した自動車と表記（函館港にて）　

石巻高校へ向かう道路の状況（3月17日）
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所と石巻高校において活動するように
との指示を受けました。石巻市役所や石
巻高校に向かう道路には、まだ手つかず
の瓦礫や自動車、船舶などが散乱し、改
めて被害の大きさに驚きました。

　以後、古田と野呂瀬は、石巻市役所と
石巻高校で連携し合いながらも別々の
救護活動を行っています。それぞれの
活動内容を簡単にご紹介します。
　古田は、石巻市役所到着後すぐに、3
日間不眠不休で支援活動に当たってい
た地元の薬剤師の先生から業務を引き
継ぎ、調剤や医師の処方支援業務を開
始しました。薬剤は十分な種類や量が
ないため、投与日数を3日間とし、地元

のボランティアの医師に代替薬の提案
をしながらの調剤でした。

　次第に、避難所での生活に伴うスト
レスによる不眠や下痢などの症状を訴
えたり、慢性疾患の薬が切れたといっ
た患者さんが増え始めましたが、散剤
用のはかりや水剤用のメートグラス、
シロップ用の水薬瓶がないため、小児
の散剤は分包品をお渡しし、目分量で2
分の1、3分の1など1回の投与量につい
て指示を行い、小児のシロップ剤は注
射器と三方活栓を活用し、注射器目盛
を目印にして対応しました。
　また孤立した地区においても、空路ヘ
リにて向かい、業務を行いました。帰り
のヘリの時間が決まっており、現地に滞
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部の避難所へは車で行くことができ
ず、徒歩で向かいました。
　野呂瀬は、3月17日に石巻高校到着
後、地元の薬剤師から早々に業務引き
継ぎを受け調剤業務を開始しました。
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でしたが、3月19日（土）より近隣の避難
所診療室と統合し、仮設診療所を立ち
上げました。避難所および周辺住民に
対して、連日300枚近くの処方せんに対
応しました。薬袋がないため、当初は持
参したチャック付ビニール袋で対応し
ましたが、それがなくなると、避難され
ている住民の方たちが茶封筒を使って
薬袋作成を手伝って下さいました。多
くの住民がお薬手帳や薬剤情報提供文
書をお持ちになられたのでスムーズに
薬剤選択や処方支援を行うことがで
き、平時の医療が災害時に生きること
を実感しました。同診療所には野呂瀬
が常時滞在したため、24時間体制で健
康相談に対応し、必要に応じてOTC医
薬品を提供したり、これまで服用して
いた医薬品が特定できれば、薬剤師の

判断で薬剤の供給を行ったりしまし
た。さらにOTCでは対応できないと思
われる方に対しては、事前に医師の了
解を得て、必要事項を記録の上で薬剤
師の判断により医薬品の提供なども行
いました。改めて災害医療における薬

剤師の重要性を認識しました。
　我々は、3月22日（火）に石巻での活動
を終え、後続隊への引き継ぎなどを行
い、3月23日（水）大学に到着し業務を終
了しました。
　今回の貴重な経験を教育に生かし

て、災害時における薬剤師の役割を伝
えていく所存です。最後に、この活動を
行うに当たってご支援いただいた大和
田学長ならびに関係者の皆様に感謝申
し上げますとともに、被災地の一日も
早い復興をお祈り申し上げます。

東日本大震災被災地での医療支援活動に参加して 地域医療薬学分野　教　授 古田　精一
薬事管理学分野　　准教授 野呂瀬崇彦

　社団法人日本臨床心理士会と社団法
人日本心理臨床学会により開設され
た、東日本大震災心理支援センターお
よび北海道臨床心理士会からの支援と
派遣要請を受けて、日本赤十字社ここ
ろのケア班として被災地で心理臨床活
動にあたりました。支援先は岩手県陸
前高田市の避難所で、4月28日（木）から
5月1日（日）まで実施しました。
　災害などの大きな衝撃を受けた場合、
私たちはみな身体的な疲労の他に、精神
的なダメージや避難所生活などから生
じるストレス状態に見舞われることに
なります。こうした出来事に対して、自

身に生じるこころの反応を把握し落ち
着くことができるよう、臨床心理士は心
理的支援を行います。私が従事した具体
的活動は、被災した方々の、周囲との間
では口にすることが憚れる内容を含ん
だ、被災時の悲惨な体験に触れることが
主となりました。被災した方々から壮絶
な体験が次々と語られるのに対して、言
葉を失うことがたびたびありました。同
時に、壮絶な体験を経てもなお、日々の
営みを維持していく被災された方々の
たくましさや、社会的なつながりを大事
にして自分たちのコミュニティを維持
していこうとする力を数多く目にもし

ました。今回の活動から、医療が必要な
方々への医学的アプローチだけではな
く、心理－社会的な観点から臨床心理士
として支援できることの可能性を考え
させられました。（牧野講師は、5月26～
29日に陸前高田市において2度目の活
動を行っています）

被災地における心理臨床活動 薬事管理学分野　講師 牧野 高壮

　平成23年5月13日（金）、桂青会地域連
携局主催で、学生、教員、現場薬剤師な
どの参加のもと、東日本大震災支援活
動報告会を開催しました。古田精一 教
授、野呂瀬崇彦 准教授による医療支援
活動に引き続き、本学6年生の高橋涼太
君による支援活動の報告がありまし
た。高橋君はまだ薬剤師ではありませ
んが、薬学を学んでいる学生として、4
月22日（金）～26日（火）に秋田県薬剤師
会の支援チームに同行し、避難所で生

活している方々の健康状況の聞き取
り、衛生用品の配付や支援物資の薬品
類の仕分け作業などの支援活動を行っ
てきました。報告会に参加した学生か
らは、「災害時の過酷な状況を理解で
き、薬剤師が現場で求められているこ
とがわかった」、「被災地でのボラン
ティアにおいても、薬剤師にできるこ
とはたくさんある、ということを感じ
た」、「まだ薬剤師でない先輩が活動に
参加したというのは『自分もなにかで

きるかな？』と思うきっかけになった」
などの感想が聞かれました。

東日本大震災支援活動報告会を開催
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校務役職発令

◇教員
●採用（平成23年6月1日付）
　講　師　高栗　郷
　（基礎薬学系 薬理学分野）
　講　師　柳本ひとみ
　（社会薬学系 地域医療薬学分野）
●昇格（平成23年4月1日付）
　准教授　川嶋恵子
　（薬学教育系 薬学教育分野）
　准教授　今田愛也
　（臨床薬学系 薬物治療学分野）
　准教授　水上徳美
　（基礎薬学系 医薬化学分野）
　講　師　立浪良介
　（社会薬学系 公衆・環境衛生学分野）
●退職（平成23年3月31日付）
　教　授　坂東英雄
　（基礎薬学系 医薬化学分野）
　准教授　金田　繁
　（基礎薬学系 薬理学分野）
　講　師　金岩孝夫
　（薬学教育系 薬学教育分野）
◇職員
●採用（平成23年4月1日付）
　総務課主事 三上祐理子
　管理課主事 麻生誠一朗
　教務課主事 滝本修士
　入試広報課主事 佐藤綾香
　総務課契約職員 池田瑞季
　入試広報課契約職員 布川幹子
●転入（平成23年4月1日付）
　学生課長　片岡　隆
　（工大、就職支援課長から）
　学生課主事　菅原久恵
　（工大、就職支援課から）
●昇格（平成23年4月1日付）
　入試広報課長　加藤智彦
　（薬大、教務係長）
　教務係長　上田　豊
　（薬大、教務課主事）
●配置換え（平成23年4月1日付）
　図書課長　土橋幸恵（学生課長から）
　学生課主事　上山俊夫（管理課主事から）

●退職
　（平成23年3月31日付）
　入試広報課契約職員　東  実名恵
　（平成23年5月31日付）
　管理課技師　大寺雄二
●転出（平成23年3月31日付）
　入試広報課長　木村健一
　（工大、入試広報グループ長へ）
　図書課長　吉呑正博
　（法人本部、内部監査室副室長へ）
　総務課主事　西村和芳
　（工大、情報係長へ）
　学生課主事　立野聖一
　（工大、学生募集係長へ）

　平成23年度法人発令の校務役職をお
知らせします。
副学長：市原和夫（薬学部長、大学院薬
科学専攻長兼任）
薬学科長：渡辺泰裕（大学院生物薬学専
攻長兼任）
薬学科 基礎薬学系主任：渡辺泰裕
薬学科 臨床薬学系主任：郡　修徳
薬学科 社会薬学系主任：早瀬幸俊
薬学科 薬学教育系主任：渡辺泰裕
薬学科 基礎教育系主任：島森美光
●大学院運営部
　部長：市原和夫
　主任：渡辺泰裕、郡　修徳、伊藤慎二、
　　　  高島宏恭、渡辺昌美、片岡　隆、
　　　 加藤智彦
●教務部
　部長：渡辺泰裕
　主任：早勢伸正、板倉宏予、
　　　  丁野純男、渡辺昌美
●学生部
　部長：猪爪信夫
　主任：丹保好子、野呂瀬崇彦、
　　　 牧野高壮、片岡　隆
●就職部
　部長：渡辺一弘
　主任：桜井光一、村上美穂、
　　　  川嶋恵子、片岡　隆

平成23年度学部入学試験結果

　平成23年度の学部入学試験を予定ど
おり実施しました。入試状況は、志願者
640名、受験者613名、合格者463名でした。

第96回 薬剤師国家試験結果

　平成23年3月30日（水）に、4年制課程卒
業生対象の第96回 薬剤師国家試験結果
が厚生労働省より発表されました。本
学の卒業生は50名が受験し、合格者は
22名で、合格率は44.00％でした。全国の
受験者は3,274名で、合格者、合格率はそ
れぞれ1,455名、44.44％でした。なお来年
度からは、6年制薬学教育課程に対応し
た薬剤師国家試験が実施されます。

●入試部
　部長：黒澤菜穂子
　主任：佐藤久美、今井幹典、
　　　 小松健一、加藤智彦
●広報部
　部長：市原和夫
　主任：戸田貴大、山下　浩、
　　　 田中三栄子、加藤智彦 
●図書館・医薬情報センター
　館長：市原和夫　主任：梅田純代
●薬用植物園
　園長：市原和夫　主任：山下　浩
●実験動物センター
　センター長：佐藤久美
　主任：加納誠一朗
●RIセンター
　センター長：伊藤慎二
　主任：水上徳美
●中央機器センター
　センター長：江川祥子
　主任：水上徳美
●情報システムセンター
　センター長：島森美光
　主任：大野裕昭
●薬学教育センター
　センター長：渡辺泰裕　主任：高梨香織
●生涯学習センター
　センター長：早川　達

人事異動のお知らせ

P U B L I C  R E L A T I O N S  M A G A Z I N E
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平 成 23 年 度  年 間 行 事 予 定

入学宣誓式
ガイダンス（～11日）
基礎学力テスト（学部1年：～7日）
宿泊オリエンテーション（学部1年：～8日）
科目別実力テスト（学部4年：～8日）
学生定期健康診断（～11日）
前期始講
新入生歓迎会
マナーセミナー（学部1年：4～6講目）
SDA（安全運転者の会）総会、交通安全講習会
就職相談会（学部5～6年）
開学記念日
実務実習Ⅰ期（学部6年：～7月29日）
前期定期試験（学部5年：～24日）
アーリーエクスポージャー（学部1年：～24日）
体育大会（午後）・大学祭（～3日）
前期終講（学部5年）
仮進級試験（学部5年：～22日）
前期終講（学部2～4年）
前期追・再試験（学部5年：～28日）
前期終講（学部1年）
実務実習Ⅰ期終了（学部6年）
前期定期試験（学部2～4年：～5日）
前期定期試験（学部1年：～9日）
第1回オープンキャンパス
第2回オープンキャンパス
白衣授与式（学部5年）
修士課程（1次）入学試験
仮進級試験（学部2～4年：～26日）
前期追・再試験（学部1年：～31日）
前期追・再試験（学部2～4年：～31日）
後期始講（学部6年）
薬学共用試験CBT体験受験（学部4年：～2日）
後期始講（学部4年）
実務実習･卒業研究開始（学部5年）
実務実習Ⅱ期（学部5年：～11月18日）
後期始講（学部1～3年）
卒業研究発表会（学部6年：～16日）

（火）

（水）

（木）

（火）
（土）
（金）
（月）
（金）
（日）
（月）
（月）
（月）
（金）
（金）
（木）
（火）
（水）

（金）

（月）
（金）
（土）
（日）
（水）
（土）
（木）

（月）

（木）

（月）

（月）
（木）

5日

6日

7日

12日
16日
22日
25日
13日
15日
16日
23日
20日
1日
15日
21日
26日
27日

29日

1日
5日
6日
7日
17日
20日
25日

29日

1日

5日

12日
15日

（土）
（日）
（土）
（月）
（土）
（火）
（土）
（月）
（土）
（日）
（金）

（金）
（火）
（木）
（火）
（木）
（金）
（金）

（火）

（土）
（火）
（木）
（金）
（水）
（金）
（金）
（土）
（水）
（土）
（火）
（水）
（木）
（土）
（日）
（木）
（土）
（月）

8日
9日
15日
17日
22日
1日
5日
7日
12日
13日
18日

2日
13日
15日
20日
22日
23日
6日

10日

21日
24日
26日
27日
1日
3日
17日
18日
22日
25日
28日
29日
1日
3日
4日
15日
17日
26日

下旬
上旬

第3回オープンキャンパス
第4回オープンキャンパス
父母懇談会（地方：～16日）
体験学習（学部2～3年：～28日）
父母懇談会（本学）
後期終講（学部4年）
修士課程（2次）入学試験
後期定期試験（学部4年：～9日）
公募制推薦・社会人入学試験（学部）
指定校・系列校推薦・AO入学試験（学部）
実務実習Ⅱ期終了（学部5年）
冬道交通安全講習会
実験動物慰霊祭
就職相談会（学部5～6年）
冬季休業開始（学部1年）
薬学共用試験CBT（学部4年：～16日）
冬季休業開始（学部2～3年）
冬季休業開始（学部6年）
冬季休業開始（学部4～5年）
冬季休業明け始講（学部4年）
冬季休業明け始講（学部1～3・5～6年）
実務実習Ⅲ期（学部5年：～3月26日）
薬学共用試験OSCE（学部4年：～22日）
後期終講（学部1年）
後期終講（学部2～3年）
修士学位論文発表会
一般入学試験前期ＡＢ日程（学部：～2日）
後期定期試験（学部1～3年：～9日）
博士課程・修士課程（3次）入学試験
一般入学試験後期日程（学部）
薬学共用試験CBT追・再試験（学部4年）
薬学共用試験OSCE追・再試験（学部4年）
後期追・再試験（学部1～3年：～3月2日）
後期追・再試験（学部4年：～3月2日）
卒業発表
薬剤師国家試験（学部6年：～4日）（予定）
海外語学研修（学部1～3年：～18日）
進級発表
学位記授与式
実務実習Ⅲ期終了（学部5年）

4月

11月

10月

12月

1月

2月

3月

5月

6月

7月

8月

9月

P U B L I C  R E L A T I O N S  M A G A Z I N E

　平成23年度の学部奨学生および大学院研究奨励生が決定し、平成23年4月18日（月）に証書授与式が行われました。学部生は、
前年度に優秀な成績を収めた2～6年生各10名に対し、奨学金としてそれぞれ12万円が給付されました。なお、学部1年生の奨学
生は前期の成績に基づき10月頃に決定します。大学院生は、研究奨励金として修士課程の2年生1名に15万円、博士後期課程4名
にそれぞれ45万円が給付されました。学部奨学生、大学院研究奨励生は以下のとおりです。

 2年：稲村明洋、及川赳矢、小林万里子、坂井亜利紗、佐賀美裕明、佐藤菜穂、谷山遼太、西川真由、檜山亜由美、山田晃己
 3年：青山　剛、茨木泰裕、奥野麻衣、楠美克紀、坂川　彩、清水麻衣、百武郁美、眞坂拓実、森野太一、湯浅麻記
 4年：浅水駿充、新井諒也、鵜野竜馬、角谷直志、菅野貴寛、菅原久美子、中村勝貴、平野あゆみ、松崎円香、蓑島百花
 5年：青木理沙、石郷友之、岡見英里香、川口貴史、久保葉月、布川昌史、拝戸麻友子、布施久恵、星　貴薫、前田睦実
 6年：石川泰希、伊花和宏、坂本　亮、高橋涼太、武田龍馬、鳥居香帆里、中村圭介、花見麻帆、晴山慶子、三浦麻緒

学部奨学生、大学院研究奨励生が決定

【大学院研究奨励生】 修士2年：前田詩織　　　博士1年：五十嵐将樹、佐藤恵亮　　　博士2年：岩山訓典、柴田倫人

【学部奨学生】
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■学校法人 北海道尚志学園 北海道工業大学　北海道薬科大学　北海道自動車短期大学　北海道尚志学園高等学校　北海道自動車学校

オープン
キャンパスの
ご案内

医療の現場で働く薬剤師の仕事や役割を、
模擬講義や多彩な体験実習を通して知ろう！

●オリエンテーション　●模擬講義
●体験実習　●ウエルカムランチ（無料）
●施設見学　●入試相談

オープンキャンパスメニュー（予定） オープンキャンパス参加のお申し込み・お問い合わせ先
交通アクセス／ＪＲ「銭函駅」から本学までの無料送迎バスを運行します。

（入試広報課）☎0134-62-1945

O P E N  C A M P U S

http://www.hokuyakudai.ac.jp/本学に関するよりくわしい情報は、ホームページでご覧ください。

10:00～15:00

8月6日
（土）

10:00～15:00

8月7日
（日）

10:00～15:00

10月8日
（土）

10:00～15:00

10月9日
（日）

学生募集要項
（概要）

平成２4年度

■募集学部・学科／薬学部・薬学科（修業年限６年）
■入学定員／２１０人

一般入試

AO入試

大学入試センター試験利用入試 社会人入試

推薦入試

募集人員

出願期間

試験日

試験地

試験科目

平成23年11月1日（火）～11月8日（火） 必着

系列校推薦指定校推薦公募制推薦

平成23年
11月12日（土） 平成23年11月13日（日）

本　学

書類審査、小論文、面接 書類審査、面接

25人 50人 30人

募集人員

出願期間

試験日

試験地

試験科目

平成24年1月10日（火）
～1月25日（水）必着

平成24年2月6日（月）
～2月13日（月）必着

47人 3人

前 期 ※1 後 期

平成24年
2月1日（水）

平成24年
2月2日（木） 平成24年2月18日（土）

本　学本学、秋田、仙台、東京

数学、外国語、理科

A日程 B日程

募集人員

出願期間

試験日

試験地

試験科目

平成23年11月1日（火）～11月8日（火）必着

3人

平成23年11月12日（土）

本　学

数学、外国語、理科、面接

募集人員

出願期間

試験日・試験地

指定科目

平成24年1月10日（火）
～1月30日（月）必着

平成24年2月6日（月）
～2月27日（月）必着

前 期 後 期

本学独自の試験は実施しません。

12人 3人

数学、外国語、理科

募集人員
エントリー期間
出願許可発表日
出願期間
最終試験日
試験地
試験科目

平成23年7月4日（月）～9月9日（金）必着 ※2
平成23年10月14日（金）

平成23年11月1日（火）～11月8日（火）必着
平成23年11月13日（日）

本　学
書類審査、面接

同窓生子女 障がい者後継者育成

20人 15人 2人

※1 一般入試前期のA日程・B日程の両日受験も可能です。試験科目の詳細な範囲は学生募集要項を参照してください。
※2 仙台、東京、大阪で実施するＡＯ面談〈8月28日（日）〉を希望する者のエントリー締切は8月5日（金）必着とします。なお、障がい者ＡＯのＡＯ面談は本学で行います。
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卒業研究発表会のようす

小樽市民大学講座で講演する小松准教授
新学生食堂オープニングセレモニーでのテープカット

夕張での自由科目セミナーで在宅医療を経験する学生

大学祭での模擬店のようす

1

2

3

4

5

1

2

4 5

3

アリゾナ大学薬学部における臨床薬学教育の研修を終えて

平成23年度第1回就職相談会を開催しました

平成23年度前期薬系企業研究会を開催しました

平成23年度「伊藤医薬学術交流財団助成」に採択される

大学祭報告

平成23年度桂青会役員決定

体育大会報告

桂岡・銭函地区の「ゴミ拾い」を実施しました

白衣授与式を挙行しました

卒業研究発表会を開催しました

「日本薬学会 第1回全国学生ワークショップ」に

本学学生が参加しました

「2011年つぼみの会サマーキャンプ」に参加して

日本社会薬学会第30年会で6年生の卒業研究がＳＰ賞を受賞

北海道薬科大学同窓会第34回定期総会・懇親会を開催しました

父母後援会定期総会を開催しました

第1回・第2回オープンキャンパスを開催しました

夕張市で自由科目セミナー

「看護学科生と学ぶ！実践 地域医療」を実施しました

本学教員が小樽市民大学講座で講演

天使大学との連携公開講座

前期授業アンケート結果がまとまる

新学生食堂がオープン

瀋陽薬科大学創立80周年記念行事に出席

学内施設のバリアフリー化進捗状況

北海道薬科大学ハラスメント防止研修会

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
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●
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●

●

●

●

●

●

●
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　アリゾナ大学薬学部は、医学部や看
護学部に先駆けて1947年に開学したア
リゾナ大学最初のヘルス・サイエンス
学部です。2010入学案内によると
America’s Best Graduate Schoolsの
コンテストで全米9位に選ばれるほど
の歴史と実績があります。私は、薬物
治療学を専門としているKatz准教授
（「桂」Vol.107＜2010年3月＞参照）のも
とで臨床薬学の教育について研修し
てきました。
　私の最初の研修は、薬学部で毎年行
われている、市民に対する薬学生によ
る「健康サービス」でした。アリゾナ大
学のあるツーソンは多くの人種が暮ら
す町です。今回の企画はアジア人向け
の健康イベントで、日本語、中国語、韓
国語でポスターが作成されており（図
参照）、さらに、ヒンドゥー語などを通
訳するボランティアの人がいました。
　本邦では、遺伝子多型を勉強する場
合、ほとんど日本人のみの数値を憶え
るだけで十分ですが、ツーソンには
様々な人種の方が生活しているため、
欧米人の数値を憶えておけばよいとい
うわけにはいきません。現地の調剤薬
局では、処方せんの氏名を見ただけで
はなかなか人種まで判断できません。
まず、インタビューを通して患者さん
の背景を確認しなければ、遺伝子多型
による薬物代謝の優劣があった場合に

対応できない可能性があります。アリ
ゾナ大学薬学部のカリキュラムの中に
は「インタビュー＆カウンセリングス
キル」の科目があり、本学と同じように
コミュニケーションを重要視している
ことを感じました。
　さて、ポスターには「人間ドック（無
料）」との記載があります。「糖尿病」の
コーナーにおいては、薬学生が市民の
ヘモグロビンA1cを測定して糖尿病の
スクリーニングを行い、異常値が測定
された場合、その場にいる薬学部の教
員が相談に応じる体制をとっていまし
た（写真参照）。
　薬学生には、このように市民と交流
する機会が多くあり、臨床薬剤師への
経験を積んでいました。また、この「健
康サービス」は、州ごとに決められてい
る薬剤師のライセンスを獲得するため
の経験時間（アリゾナ州では1,500時間
の実習時間が必要）に加算できると聞
きました。
　最近のアメリカの薬学教育の大きな
動きとして、ACPE（アメリカの薬剤師
教育におけるPharm.Dの教育課程と生
涯教育プロバイダーの認証を行ってい
る機関）の勧告により、Pharm.Dカリ
キュラムにIPPE（In t r oduc t o ry  
Pharmacy Practice Experiences）が導
入されたことが挙げられます。IPPEと
は、入学初期の段階から臨床を経験さ

せることによって薬学生に専門家とし
ての意識を植え付け、ファーマシュー
ティカルケアを実践させることを目的
としています。アリゾナ大学薬学部で
は、1～3年次にそれぞれ100時間の臨床
実習が組み込まれていました。たとえ
ば1年次には、病院提携の高齢者入居施
設において施設の指導薬剤師の指導の
もと、主に患者とのコミュニケーショ
ンを重要視しながら、薬学生が患者に
インタビューを行い、血圧などのバイ
タルサインを診るといった実習を通し
て、臨床薬剤師への第一歩を踏み出し
ていました。一方で、本邦においては、5
～6年次にかけて長期の実務実習カリ
キュラムが開始されたばかりですが、
このようなIPPEの実施が本邦でも望
まれているように感じています。
　5年前、本学 早川達教授がアリゾナ
大学薬学部に留学されています（「桂」
Vol.99＜2007年5月＞）。渡米前、早川教
授から当時のことを教えていただき、
とてもワクワクしたことを憶えてい
ます。そして実際に1年間にわたり、ア
リゾナ大学薬学部の臨床薬剤師の教
育手法を学び、体験したことは、実務
家教員の私にとって、大変魅力的で、
有意義な経験となりました。今後、こ
の経験を本学の学生のために活用し
たいと考えています。最後に、ツーソ
ンでお世話になった方々、留学の機会
を与えていただきました皆様に深く
感謝致します。

アリゾナ大学薬学部における臨床薬学教育の研修を終えて
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薬物治療学分野　准教授 今田　愛也

健康サービスのポスター（左から日本語、中国語、韓国語）

筆者と薬学生（私のA1cは正常でした）
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平成23年度第1回就職相談会を開催しました
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　前年度から開催された就職支援イ
ベントの一つである、薬系企業研究
会の平成23年度前期分を6月および7
月にランチョンセミナー形式で計6
回開催しました。薬系企業研究会は
薬局、病院などの薬系企業の採用担
当の方が、受講を希望した学生に対
して企業の概要や薬剤師の業務内

容、社会から望まれる薬剤師像、ある
いは就活テクニックなど幅広い内容
について説明してくださるもので
す。各回ともほぼ定員を満たす学生
が参加し、熱心に採用担当者の説明
に耳を傾け、また積極的な質疑応答
が行われていました。

平成23年度前期薬系企業研究会を開催しました

　第1回就職相談会を、平成23年5月13 
日（金）に本学で開催しました。今回の相
談会には、薬局（78）、病院（47）、製薬企
業・医薬品卸業・治験関係企業（3）および
公的機関（4）の計132施設の採用担当者
の方々に参加していただきました。今回
は、食堂新築工事中のため駐車スペース
の確保が困難なことから、参加施設数を
桂青館に収容できる数にしぼって開催
しました。そのため例年より各ブースが
狭くなり施設の皆様には不自由をおか
けいたしました。学生の参加総数は342
名で、その内訳は2年生3名、3年生6名、4
年生55名、5年生158名、6年生119名、大学
院生1名でした。参加した学生と採用担
当者との活発な面談が行われていまし
た。特に今回は、参加学生の札樽圏以外
の施設への関心が増している傾向が見
られ、地域社会に役立つ医療人の育成を
教育目標の一つに挙げている本学の教
育の成果が現れつつあるようです。
　今回の相談会に参加していただいた
採用担当者の方々を対象としたアン

ケート調査をまとめると、「性格」、「応
対」、「一般常識」が採用のポイントの上
位を占めています。また、意見・要望を
集計した結果、おおむね充実していた
との評価でしたが、「業種別の開催」、
「ブース・スペース」、「電源設備の利用」
などいくつかの改善点もありました。
また、参加学生からは参加施設の情報
をもっと早く知りたいという要望もあ
り、次回の就職相談会では両者の満足

度が向上するよう工夫・改善していき
たいと考えています。
　なお、平成23年度の第2回就職相談会
は12月2日（金）を予定しています。新食
堂も完成していますので、今回よりも多
くの施設に参加していただく予定です。
就職相談会を含めた就職に関する最新
情報は本学ホームページ上に順次掲載
いたします。

就職相談会のようす

薬系企業研究会のひとコマ

平成23年度「伊藤医薬学術交流財団助成」に採択される

　公益財団法人伊藤医薬学術交流財団の助成に、生物学分野の村岡早苗准教授が、研究テーマ「インスリン抵抗性と内皮機
能障害に関する研究」で採択されました。
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「我が家」の登場を待つ参加者

恒例の花火

大学祭報告

　今回、北薬祭実行委員長として、大
学祭の運営をさせていただきました。
準備から様々な問題がありましたが、
本番を無事に終えられたのは業者さ
んや学生部と学生課そして桂青会の
実行委員のおかげだと思います。ま
た、一般の学生の方々にも多くのご協
力をいただきました。ありがとうござ
いました。
　今年の大学祭のテーマは「Pray for 
Japan」。今年の3月に起こった東日本
大震災をふまえて、このようなテーマ
にしました。今でも被災地には地震に
よる爪痕が深く残っています。僕も被

災者の方々のためにできることをし
たいと思います。どうか皆さんもご協
力お願いいたします。
　昨年の大学祭は大いに盛り上がり
ましたので、今年も昨年よりも質を落
とさないよう、また、昨年以上の大学
祭にすることを目標に北薬祭実行委
員一丸となって頑張りました。花火大
会はあいにくの天候で残念な結果で
したが、芸人の「我が家」ライブ、カラ
オケ大会、ビンゴ大会はとても盛り上
がり大成功となりました。実行委員と
してとても嬉しく、やってきたかいが
あったと感じました。
　今回、北薬祭実行委員長を任せられ
たことで、一人ではできることが少な
く、たくさんの方と支え合うことで初
めてできることがあると学びました。
また、逆に自分の力量不足で皆の負担
を多くしてしまった部分もありまし
た。そんな中サポートしてくれた実行
委員には感謝しかありません。

　辛いと思うこともありましたが、た
くさんのことを経験でき、学べて本当
に良かったと思います。この経験を今
回だけのものとせず、これからの学生
生活やその先に活かしていけるよう
にしたいと思います。自分にとっては
かけがえのない大学祭となりました。
　最後に、大学祭に関わった皆さん本
当にありがとうございました！！！！

北薬祭実行委員会　3年　　今　雄平

新たな桂青会役員および委員の面々

平成23年度桂青会役員決定

【大学祭企画局】　
局　長 相澤麻里子（2年）
副局長 今　雄平（3年）
会　計 小倉有梨亜（1年）
【体育大会企画局】　
局　長 竹縄洋希（2年）
副局長 田代有紀（1年）
会　計 荒木翔平（2年）

【クラブ局】　
局　長 中村和也（1年）
副局長 中山景太（1年）
会　計 川口侑城（1年）
【地域連携局】　
局　長 橋本寛樹（3年）
副局長 竹内勇揮（1年）
会　計 岸下直哉（1年）

【障がい者支援局】　
局　長 今江敏浩（2年）
副局長 小林孝広（1年）
会　計 久保貴司（1年）
【薬物乱用防止局】　
局　長 大野凌也（2年）
副局長 佐藤智也（3年）
会　計 岸野美里（2年）

　本年度の桂青会役員および委員が以下のとおり決定し、
平成23年6月9日（木）に会議室で役員委嘱状交付式がとり行
われました。

委 員 長 千葉洋平（3年）
副委員長 古野衿花（3年）
書　　記 鈴木沙耶（3年）
 出口優斗（2年）
会　　計 浅山りん（3年）
 小林大祐（1年）
監　　査 杉岡　舞（1年）
 鈴木　栞（1年）
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体育大会報告
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体育大会企画局　局長　2年　　　竹縄　洋希
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【バスケットボール】
優　勝：坪田健太郎（てごし）
準優勝：ワケーメ７３
戦　評：リーグ戦では、優勝チームの全
勝を除いた3チームがまさかの1勝2敗
で並び、得失点差による順位付けにな
りました。それぞれ苦手なチームが
はっきりとしており、非常にやりにく
そうにしていたことが印象的でした。

【バレーボール】
優　勝：ＬＡＳＴ　ＰＯＬＰＩＣ
準優勝：ＮＩＫＴＳ
戦　評：どの試合も一方的な試合内容
にはならず、比較的にわずかな点差で
勝敗が決まっていたように感じまし
た。準決勝や決勝では、男子の迫力満点
なバックアタックとそれをレシーブす
る好プレーの連続で、会場は大盛り上
がりでした。

【ソフトボール】
優　勝：ＴＧＳ４８
準優勝：チームマシコ
戦　評：競技が2日間にわたったことは
今までに例がなく、変則的な日程に
なってしまいましたが、どのチームも
それを感じさせないほどの白熱した試
合内容でした。特に決勝戦では、点差は
１点しかなく、拮抗した試合を繰り広
げていました。

【玉入れ】
優　勝：ＨＡＮＡＳ＊
準優勝：デブラモリとアナヤマ
戦　評：優勝チームのＨＡＮＡＳ＊
が圧倒的な力をみせ、みごとリーグ
戦全勝優勝を果たしました。そのほ
かのチームは接戦が多く、後半戦で
逆転勝利を収めたチームもあり、最
後まで気の抜けない試合展開が多く
感じられました。

　平成23年7月2日（土）、3日（日）の2日
間の日程で、体育大会を開催しました。
　2日間にわたり霧が濃く、蒸し暑い気
候でしたが、参加チームはそれに負け
ないような白熱した試合を繰り広げて
いました。
　体育大会では、1日目に玉入れ、2日目
にバスケットボールとバレーボール、
そして2日間にかけてソフトボール
と、計4種目の競技を行いました。今年
は北薬祭との関係で、例年よりも体育

大会にかけられる時間が短くなって
しまいましたが、大会全体としては例
年並みに活気のあるものだったので
はないかと思います。大会参加者が体
育大会に参加して良かったと思って
いただければ幸いです。
　平成23年度体育大会の各種目の試
合結果および、みごと優勝・準優勝に
輝いたチームを紹介させていただき
ます。

　本学学生および教職員の総勢356
名による桂岡・銭函地区の「ゴミ拾
い」が平成23年6月10日（金）の午後に
実施されました。副学長による挨拶の
後、クラスごとに分担してそれぞれに
割り当てられた経路のゴミを拾い集
めました。あいにく途中、雨が強く
なってしまい中止にはなりましたが、

限られた時間の中で手早く清掃をこ
なせたクラスもありました。この時期
の恒例として行われる桂青会主催の
「ゴミ拾い」ですが、徐々に根付いた
活動になりつつあります。桂青会では
こうした地域との関わりを大事にし
ながら活動を進めていきます。

桂岡・銭函地区の「ゴミ拾い」を実施しました

ゴミ拾いのようす
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白衣授与式を挙行しました

　平成23年8月17日（水）、札幌ガーデン
パレスにて平成23年度白衣授与式を挙
行しました。
　白衣授与式は、薬学共用試験合格後
に、病院・薬局での各11週間にわたる長
期実習を開始するにあたり、実務実習
に対する意識を高めるために行われま
す。早川教授による開式の辞の後、今年
度に実習を行う5年次学生全員に各分
野教員から白衣が授与されました。市
原学長職務代行者の告辞、北海道地区
調整機構委員長・北海道薬剤師会副会
長 宮本篤様、北海道病院薬剤師会副会
長 岩井新治様、北海道薬科大学模擬患
者の会 安田公彦様のご祝辞の後、5年
次学生を代表して石郷友之君が宣誓を
行い、最後に桂青会会長 千葉洋平君か
ら花束が贈られました。

白衣を授与される学生 宣誓する石郷友之君

記念の集合写真

卒業研究発表会を開催しました

　平成23年9月15日（木）、16日（金）の
両日にわたり、6年生による卒業研究
発表会を開催しました。
　発表はポスター形式で行われ、自ら
作成したポスターの前に立った6年生

が、教員、同級生、後輩からの質問に、
緊張した面持ちで受け答えしていま
した。会場にはアンケートによる調査
研究等に協力していただいた薬剤師
の皆さんの姿も見られました。

「日本薬学会 第1回全国学生ワークショップ」に本学学生が参加しました

　平成23年8月4日（木）に大阪大学に
て開催された、「日本薬学会　第1回全
国学生ワークショップ　6年制一期生
として薬学教育に望むこと」に、6年生

の須藤迪依さんが本学代表として参
加しました。須藤さんは、ワーク
ショップにおいて自分の意見を積極
的に発言しただけでなく、他大学の学

生と組んだグループにおけるチーム
リーダーとしてグループ内の意見を
まとめるなど、ワークショップの成功
に大きく貢献しました。

ポスターの前で質疑応答する学生
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「2011年つぼみの会サマーキャンプ」に参加して

　私は、平成23年8月6日（土）から9日
（火）まで深川市音江町の北海道立青年
の家（ゆーすくる音江）で開催された第
38回北海道つぼみの会サマーキャンプ
に5年生の先輩と二人で参加しました。

　北海道つぼみの会は、1974年に設立
された1型糖尿病をもつ子どもを支え
る保護者の会で、子どもたちが学校生
活および社会生活において支障がない
ように周りに理解と協力をはたらきか
け、健やかに成長していけるように支
援することを目的としています。サ
マーキャンプの目的は、①1型糖尿病の
患児にインスリン注射、自己血糖測定、
自己コントロール、糖尿病の基礎知識
を身につけさせること。②日々の低血
糖や慢性合併症等の不安から解消させ
るための学習などを通して学校生活お
よび社会生活において何ら支障がない
ようにすること。③1型糖尿病患者およ
び家族が1型糖尿病に理解と関心を深
め、仲間を作り自立することなどです。
また、研修医や看護師、管理栄養士、運
動指導士、学生などが、１型糖尿病につ
いて臨床の現場で活かすために学ぶ貴
重な経験の場所でもあります。

　サマーキャンプを振り返ると、患児と
直接関わることで、１型糖尿病について

講義や実習で習えないことも沢山学ぶ
ことができました。毎日、自分で血糖を
測定して良好な血糖値を保ちながら、食
事量や運動量に気をつけ、低血糖をでき
るだけ防げるように自分たちでインス
リンの単位を決め、もし、低血糖の症状
が出たら補食（血糖値を長時間維持また
は上昇させる食べ物）を食べるなど、イ
ンスリンや１型糖尿病と付き合いなが
ら生活をして自己管理をしていくこと
は大変なことだと感じました。しかし、
これらを除けば健康な子供とほとんど
変わらない患児たちでした。

　普段１型糖尿病の患児と接する機会
がないため、対面する前までは少し不
安がありました。いざ触れ合ってみる
と、ひたすら動き続ける患児たちのパ
ワーに圧倒的な衝撃を受け、持病があ
るとは思えませんでした。普段自由に
遊べない分、このような場で思う存分
にはしゃぎ過ぎて低血糖を起こし、具
合を悪くする患児もいましたが、それ
だけ毎年楽しみにしている患児がいた
ので、患児にとってこのキャンプは絶
対に必要なものであると感じました。

　また、キャンプに参加したことで、１
人でできなかった自己注射ができるよ
うになったり、勉強会で自身の病気の

知識を深めたり、遊びなどを通して他
の患児との交流を深めたりなど、患児
自身が成長する場でもありました。

　患児とともに参加した久しぶりのお祭
りや運動会、ハイキング、キャンプファイ
ヤーは小学生に戻った気分で楽しみ、汗
をたくさんかいたりと、自分自身もキャ
ンプを満喫させてもらいました。

　薬剤師として今回のキャンプで関わ
れる部分は少なく感じましたが、研修医
とインスリンの単位を決めている患児
を見て、その考え方が最適なのかどうか
を薬剤師の視点で判断できるようにな
り、薬物治療の中に深く関わっていくこ
とができたら良いなと考えています。

　３泊４日という短い期間でしたが、
今回の経験を残りの学生生活で役立て
ていきたいです。

薬学科　３年 金丸　朗

サマーキャンプ参加メンバーたち

2011.10.7    Vol .112

日本社会薬学会第30年会で6年生の卒業研究がＳＰ賞を受賞

　平成23年9月3日（土）、4日（日）開催
（東京大学）の日本社会薬学会第30年
会において、本学6年の木村雄太君が
優れた研究発表に対して贈られるSP
賞を受賞しました。受賞者と演題は
次の通りです。

薬学部薬学科６年 木村 雄太 君

SP賞を受賞した木村雄太君

薬局薬剤師と患者を対象とした
お薬手帳の認識と
使用実態に関するアンケート調査

演 題
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北海道薬科大学同窓会第34回定期総会・懇親会を開催しました

　平成23年7月2日（土）、北薬祭で賑わ
うなか、本学418教室にて同窓会第34回
定期総会が開催されました。総会に先
立ち、同窓会奨学生の証書授与式が行
われました。竹内伸仁会長より、平成23
年度同窓会奨学生の猪俣陽平君（2年）、
森野太一君（3年）、寺崎智博君（4年）、星
貴薫君（5年）、木藤貴弘君（6年）に証書
が授与されました。
　総会開催の挨拶に続き、平成22年度

活動報告・決算報告と平成23年度活動
計画・予算案が示され、承認されまし
た。今回は役員改選（2年任期）があり、7
期14年の長きにわたりご尽力いただい
た竹内伸仁会長（6期生）がご退任され、
唐沢豪貴前副会長（19期生）が新会長に
就任しました。
　総会終了後、会場を図書館・3階ホー
ルに移し、懇親会が開催されました。懇
親会には同窓生の他、父母後援会の役

員や本学教員が参加し、桂青会役員な
どの学生達も加わり、世代を越えて親
睦が深められました。

定期総会のようす

第1回・第2回オープンキャンパスを開催しました

　第1回・第2回オープンキャンパスを
平成23年8月6日（土）、7日（日）に開催し
ました。両日とも晴天となり、高校生
および保護者・同伴者が多数参加しま
した。模擬講義（自由選択制）、大学紹

介、体験実習、在学生とトーク、薬用植
物園ツアー、学内見学ツアーと盛りだ
くさんのスケジュールでしたが、各企
画を通して本学および薬学への理解
を深めていただけたものと思います。

　なお、第3回・第4回オープンキャン
パスは平成23年10月8日（土）、9日（日）
に開催します。

体験実習（軟膏剤）のようす 個別相談会のようす体験実習（無菌調剤）のようす

父母後援会定期総会を開催しました

　大学祭期間中の平成23年7月2日（土）
午後1時より、本学C301教室において
約80名のご父母の皆様のご出席のも
と、平成23年度北海道薬科大学父母後
援会の定期総会を開催しました。提出
された議案については、審議の結果、す
べて原案のとおり承認されました。
　平成23年度の役員については、今年
度でご子女が卒業予定の小池智彦会

長に代わり堀内健一さんが新会長と
して承認されました。
　総会終了後には父母後援会主催で、
東日本大震災の被災地において薬剤
師としてボランティア活動に従事し
た野呂瀬崇彦准教授による教養セミ
ナー、「災害時における薬剤師の役割
～被災地での支援活動を通じて感じ
たこと」が開催されました。 父母後援会定期総会のようす
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セミナーのようす

本学教員が小樽市民大学講座で講演

　本学の小松健一准教授が、平成23年
7月21日（木）に小樽市民センター・マ
リンホールで開かれた第39回小樽市
民大学講座の第５講で講演しました。
演題は「予防医学と漢方─未病を治
す」で、前半ではエジプト医学、ギリ
シャ医学やアラビア医学を基礎とし

て発展した西洋医学や、古代中国医学
を基礎に発展した東洋医学の特徴と
それらの違いについて解説しました。
後半では古代中国医学を基礎に、中国
医学やオランダ医学の影響を受けな
がら独自に発展した日本の漢方医学
について説明しました。その中で漢方

医学は、日本人の症状に応じて独自に
構築された医療で日本人の体質に
あった治療法であること、冷房病など
の改善には漢方医学が有効であるこ
とが説明され、冷えに良い漢方処方や
食品（薬膳）が紹介されました。

夕張市で自由科目セミナー「看護学科生と学ぶ！実践 地域医療」を実施しました

　昨年度に引き続き、自由科目セミナー
「看護学科生と学ぶ！実践 地域医療」（担
当：坂東勉准教授、伊東 佳美講師）を、平
成23年9月6日（火）から8日（木）までの3日
間にわたり、本学の連携協定施設である
夕張医療センター（村上智彦理事長）で
実施しました。本セミナーは、地域医療
や多職種連携の重要性を、高齢化著しい

夕張市で学ぶことを目的としています。
本セミナーには、本学の3年生11名および
本学と連携協定を締結している天使大
学の看護学科および栄養学科4年生7名
の計18名が参加しました。学生たちは、診
療所のスタッフとともに患者宅を訪問
し、訪問診療や訪問看護を見学すること
で、在宅医療に対する理解を深めました。

天使大学との連携公開講座

　「いのちみつめて－暮らしを良くす
るヒント─」というテーマで、天使大
学・北海道薬科大学連携公開講座が、平
成23年8月25日から9月22日の毎週木曜
日、約80名の受講者を対象に天使大学
で開催され、本学教員2名も9月8日と15
日に講演しました。
　9月8日は地域医療薬学分野の村上

美穂准教授が「サプリメントの上手な
使い方」と題して薬剤師の立場からサ
プリメントの選び方、使い方および評
価の仕方などを実例を交えて紹介し、
お薬手帳にサプリメントの使用記録を
含めた健康記録を記載するというお薬
手帳の活用法も提案しました。
　9月15日は医薬情報解析学分野の

梅田純代講師が「暮らしに活かせるア
ロマセラピー」と題し、アロマセラピー
や精油の特性、精製方法、品質評価、成
分の化学を解説しました。また精油の
使用方法や注意点、関連する法律を説
明したうえで、香りの分類や身近な物
を使ったアロマセラピーについて紹介
しました。

講師の梅田講師講師の村上准教授
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前期授業アンケート結果がまとまる

　平成23年度前期の授業アンケート結
果がまとまりました。詳細はホーム
ページ学内専用欄に掲載しましたの
で、「桂」には総括データを示します。平
均、最大、最小は各質問項目に対して、

「強くそう思う」、「そう思う」、「どちら
とも言えない」、「そうは思わない」、「全
くそうは思わない」をそれぞれ、5点、
4点、3点、2点、1点として表しています。
　評価ポイントの他に、授業に対して

良い点、改善して欲しい点を自由に記
載できる欄を設けています。よりよい
授業が行われるよう、授業改善につな
がるコメントを期待しています。

●中間アンケート結果

●最終アンケート結果

※5年次は授業スケジュールの都合により中間アンケートは実施しませんでした。

全くそうは
思わない
(%)

そうは
思わない
(%)

どちらとも
いえない
(%)

そう思う
(%)

強く
そう思う
(%)

平均 最大 最小

全くそうは
思わない
(%)

そうは
思わない
(%)

どちらとも
いえない
(%)

そう思う
(%)

強く
そう思う
(%)

平均 最大 最小

問１ 教員に熱意は感じられますか。 2.5 5.1 16.1 50.1 26.2 3.9 4.5 3.3

問２ 教員の教え方はわかりやすいですか。 10.3 15.1 25.3 34.8 14.5 3.3 4.3 2.5

問３ 教員の話し方は聞き取りやすいですか。 7 15.8 21.9 38.3 16.9 3.4 4.4 2.5

問４ 資料はわかりやすいですか。 4.5 6.7 32.1 41.1 15.5 3.6 4.3 3.1

問５ 授業の内容をわかりやすくする工夫が感じられましたか。 7.1 11.4 28.4 38.5 14.6 3.4 4.2 2.7

問６ 教員は学生が授業に集中できる雰囲気作りに配慮していましたか。 5.4 6.7 21.8 44.7 21.4 3.7 4.3 3.1

問１ 教員に熱意は感じられますか。 0.7 4.4 26.6 55.5 12.8 3.8 4.3 3.4

問２ 教員の教え方はわかりやすいですか。 2.2 7.6 29.1 49.3 11.8 3.6 4.2 3.2

問３ 教員の話し方は聞き取りやすいですか。 2.3 7.5 27.6 50.1 12.5 3.6 4.1 2.7

問４ 資料はわかりやすいですか。 1.5 5.7 28.1 52.3 12.4 3.7 4.1 3.4

問５ 授業の内容をわかりやすくする工夫が感じられましたか。 1.5 5 30.4 51.3 11.8 3.7 4.1 3.4

問６ 教員は学生が授業に集中できる雰囲気作りに配慮していましたか。 1.3 3.9 27.7 53.7 13.4 3.7 4.2 3.4

問１ 教員に熱意は感じられますか。 0.7 3.1 22.1 55.3 18.8 3.9 4.2 3.3

問２ 教員の教え方はわかりやすいですか。 1.8 5.6 28 47 17.7 3.7 4.3 3.3

問３ 教員の話し方は聞き取りやすいですか。 2.4 7.8 24.5 47.3 18 3.7 4.3 2.9

問４ 資料はわかりやすいですか。 1.2 5.4 26.1 45.5 21.8 3.8 4.4 3.3

問５ 授業の内容をわかりやすくする工夫が感じられましたか。 1.9 3.8 28 57.6 21.2 4.3 4.3 3.3

問６ 教員は学生が授業に集中できる雰囲気作りに配慮していましたか。 0.9 3.2 24.4 52.3 19.1 3.9 4.2 3.4

問１ 教員に熱意は感じられますか。 2.9 3.1 34.8 49.2 10.1 3.6 4.4 3.2

問２ 教員の教え方はわかりやすいですか。 3.7 7.5 38.9 41.1 8.9 3.4 4.4 2.8

問３ 教員の話し方は聞き取りやすいですか。 3.4 6.6 36.2 44.1 9.7 3.5 4.4 3.1

問４ 資料はわかりやすいですか。 3.4 4.7 41.6 41.5 8.8 3.5 4.4 3.1

問５ 授業の内容をわかりやすくする工夫が感じられましたか。 2.9 4.2 40 42.2 10.7 3.5 4.4 3.2

問６ 教員は学生が授業に集中できる雰囲気作りに配慮していましたか。 3.1 3.6 37 44.9 11.4 3.6 4.6 3.3

問１ 私はこの授業内容を理解できた。 4 9.1 25.5 46.8 14.6 3.6 4.4 2.7

問２ 私はこの授業に積極的にまじめに取り組んだ。 1.8 5.5 20.4 47.6 24.8 3.9 4.8 3.2

問３ 私はこの授業から新たな興味や問題意識を持つことができた。 3.7 7.4 24.5 44.9 19.5 3.7 4.3 2.8

問４ この授業を総合的に判断して満足できた。 5.1 7.9 22.7 44.9 19.4 3.7 4.5 2.6

問１ 私はこの授業内容を理解できた。 1.4 7 37.1 47.3 7.3 3.5 4.0 3.2

問２ 私はこの授業に積極的にまじめに取り組んだ。 0.9 4.1 30 50.2 14.7 3.7 4.2 3.4

問３ 私はこの授業から新たな興味や問題意識を持つことができた。 1.6 7.3 38.3 44 8.9 3.5 3.9 3.1

問４ この授業を総合的に判断して満足できた。 2 7.1 33.2 46.7 10.9 3.6 4.1 3.1

問１ 私はこの授業内容を理解できた。 2.8 5.1 35.9 45 11.3 3.6 4.2 3.1

問２ 私はこの授業に積極的にまじめに取り組んだ。 2.7 3.9 28.8 45.7 18.9 3.7 4.2 3.3

問３ 私はこの授業から新たな興味や問題意識を持つことができた。 3.1 5.2 36.2 41.9 13.6 3.6 3.9 2.9

問４ この授業を総合的に判断して満足できた。 3.3 4.7 31.9 44.8 15.3 3.6 4.1 3.2

問１ 私はこの授業内容を理解できた。 4.2 7.7 40.5 38.5 9.2 3.4 4.0 2.7

問２ 私はこの授業に積極的にまじめに取り組んだ。 3.6 5.1 32.9 44.9 13.5 3.6 4.1 2.8

問３ 私はこの授業から新たな興味や問題意識を持つことができた。 4.2 6.4 39.7 39 10.7 3.5 4.0 3.0

問４ この授業を総合的に判断して満足できた。 4.6 6.8 36.8 39.4 12.5 3.5 4.2 2.9

問１ 私はこの授業内容を理解できた。 1.5 4.7 29.3 54.4 10.1 3.7 4.0 3.1

問２ 私はこの授業に積極的にまじめに取り組んだ。 0.9 2.7 19.5 58.5 18.4 3.9 4.2 3.6

問３ 私はこの授業から新たな興味や問題意識を持つことができた。 2.2 5.5 30.3 49.2 12.9 3.7 4.0 3.1

問４ この授業を総合的に判断して満足できた。 2.7 6 27.9 50.7 12.6 3.6 4.0 3.1

3年最終

4年最終

5年最終

1年中間

2年中間

3年中間

4年中間

1年最終

2年最終
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学内施設のバリアフリー化進捗状況

　本学では、障がい者AO入試の設立を
機に、学内施設のバリアフリー化を進め
ています。現在まで、正面玄関のスロー
プおよび自動ドア、正面玄関から3階へ

のリフト、および第1校舎3階から図書
館・医薬情報センター3階へのエレベー
ターを設置しました。今後も状況を見な
がらバリアフリー化を進めていきます。

正面玄関から3階へのリフト

北海道薬科大学ハラスメント防止研修会

　平成23年5月20日（金）、本学教員およ
び事務職員を対象に、女性キャリア育成
研究所代表 志賀千栄子 講師による特
別講演「大学におけるハラスメント防止
のために」が開催されました。この研修
会では、大学で起りやすいハラスメント
の内容や起る原因と背景、また防止に関

する心構えについて、ハラスメントの事
例をもとに解説がなされました。特に、
教える側の教員と教えられる側の学生
の間に「意識のギャップ」が存在するこ
とを認識する必要があり、言葉遣いに注
意して学生の性格や適性に応じた指導
を行うことが強調されました。 講演する志賀千栄子氏

試食会のようす

新学生食堂がオープン

　平成23年8月22日（月）、福利厚生の向
上を目標として新築された学生食堂の
オープニングセレモニーが行われまし
た。セレモニーでは、学校法人北海道尚
志学園 西 安信理事長、市原学長職務代
行者、桂青会委員長の千葉洋平君によ
り、完成を祝うテープカットが行われ
ました。その後、関係者による試食会が
開かれました。

　新築された学生食堂は、一部カフェ
テリア方式の導入やメニューを工夫す
るなど、これまで以上に利用者ニーズ
に応えられるものとして期待されてい
ます。
　試食会後の一般営業では、オープン
を待っていた多くの学生および教職員
が、新学生食堂での昼食を楽しんでい
ました。

瀋陽薬科大学創立80周年記念行事に出席

　平成23年9月10日（土）、中国遼寧省に
ある瀋陽薬科大学の創立80周年記念行
事が開催され、本学から市原和夫 副学
長と猪爪信夫 国際交流委員長が出席し
ました。記念行事は瀋陽市のオリンピッ
クスポーツセンターにおいて、内外招待
者、卒業生、および在校生が一堂に会し
て挙行されました。また、瀋陽薬科大学・

吴 春福（Wu Chunfu）校長を表敬訪問
し、本学との学術交流をさらに進展させ
ることで意見が一致しました。
　瀋陽薬科大学訪問の前には、同じく
学術交流協定を締結している黒竜江
省第2医院と黒竜江中医薬大学を訪問
し、相互交流を活性化することを確認
しました。 瀋陽市のオリンピックスポーツセンターにて
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■学校法人 北海道尚志学園 北海道工業大学　北海道薬科大学　北海道自動車短期大学　北海道尚志学園高等学校　北海道自動車学校

http://www.hokuyakudai.ac.jp/本学に関するよりくわしい情報は、ホームページでご覧ください。

学生募集要項
平成２4年度

■募集学部・学科／薬学部・薬学科（修業年限６年）
■入学定員／２１０人

一般入試

AO入試

大学入試センター試験利用入試 社会人入試

推薦入試

募集人員

出願期間

試験日

試験地

試験科目

平成23年11月1日（火）～11月8日（火） 必着

系列校推薦指定校推薦公募制推薦

平成23年
11月12日（土） 平成23年11月13日（日）

本　学

書類審査、小論文、面接 書類審査、面接

25人 50人 30人

募集人員

出願期間

試験日

試験地

試験科目

平成24年1月10日（火）
～1月25日（水）必着

平成24年2月6日（月）
～2月13日（月）必着

47人 3人

前 期 ※1 後 期

平成24年
2月1日（水）

平成24年
2月2日（木） 平成24年2月18日（土）

本　学本学、秋田、仙台、東京

数学、外国語、理科

A日程 B日程

募集人員

出願期間

試験日

試験地

試験科目

平成23年11月1日（火）～11月8日（火）必着

3人

平成23年11月12日（土）

本　学

数学、外国語、理科、面接

募集人員

出願期間

試験日・試験地

指定科目

平成24年1月10日（火）
～1月30日（月）必着

平成24年2月6日（月）
～2月27日（月）必着

前 期 後 期

本学独自の試験は実施しません。

12人 3人

数学、外国語、理科

募集人員
エントリー期間
出願許可発表日
出願期間
最終試験日
試験地
試験科目

平成23年7月4日（月）～9月9日（金）必着
平成23年10月14日（金）

平成23年11月1日（火）～11月8日（火）必着
平成23年11月13日（日）

本　学
書類審査、面接

同窓生子女 障がい者後継者育成

20人 15人 2人

※1 一般入試前期のA日程・B日程の両日受験も可能です。試験科目の詳細な範囲は学生募集要項を参照してください。

プラスワン！
+1

「かりーごや」で
スパイスを学ぶ!?

JR函館本線・銭函駅を出ると、ほぼ真っ正面に、何やらエキゾチックな外観の
店。ネパールで修業を積んだシェフがつくる「カリーカフェ スーリヤ」です。海の
見えるスペースも人気ですが、このほか「アジアンバー ラマイ」（春香町）、「か
りーごや」（同）、「スープカリーkufuu」（星野町）と本学周辺には本場・本格カ
レー店が4店舗も！  隠れたカレー激戦地です。さて、どこから攻めましょうか？

手稲で開業し、春香町に移転して
10年になるという「かりーごや」で
は、ウコンをベースに42種類のスパ
イスを使った薬膳カレーが食べられ
る。新鮮なスパイスの香り、口の中
に残らないやさしい味わいのスープ
カレーのほかルータイプのカレーも。
薬草の研究に、ぜひ？

■カリーカフェ スーリヤ＜SURYA＞
　（ネパールカレー、スープカレー）
　小樽市銭函2丁目1-7  ☎0134-62-0020

■かりーごや（ベンガルカレー）
　小樽市春香町359-1  ☎0134-62-1244

■アジアンバー ラマイ＜RAMAI＞
　（スープカレー）
　小樽市春香町361-1  ☎0134-62-4444

■スープカリーkufuu（スープカレー）
　小樽市星野町22-1  ☎0134-62-0202

銭函・桂岡
W o n d e r  L a n d！
北薬大周辺オススメスポット

北薬大の本拠地、桂岡をはじめ、
玄関口である銭函周辺を
歩いて探した、おもしろい
スポット＆ちょっといい店を

ご紹介します！

スパイス香る

カレー
激戦地！

かりーごや

チキンポテオクラジョル

カリーカフェ スーリヤ＜SURYA＞
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サテライトキャンパスの内部
銭函駅前の雪かきをする学生

オープンキャンパスのようす

就職相談会のようす
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大和田榮治学長が退任されます

市原教授が退職

附属薬局、サテライトキャンパスを開設します

Shaw教授の特別講演会を開催

4年制大学院博士課程臨床薬学専攻を4月に開設

生涯研修認定制度認証機関（プロバイダー）

としての更新が承認されました

「地域における多職種連携推進ワークショップ in 北海道」を開催

ノースカロライナ大学薬学部における研究留学

大学院修士学位論文発表会を開催

第3回・第4回オープンキャンパスを開催

出前オープンキャンパスを開催

本学学生が系列校の講師を務めました

平成23年度父母懇談会を開催

駒形先生の特別講演会を開催

平成23年度後期薬系企業研究会を開催

平成23年度第2回就職相談会を開催

卒業生・在学生合同懇話会が開催される

丹保教授が薬物乱用防止教育で講演

本学学生が第26回小樽市薬物乱用撲滅キャンペーンに参加

札幌合同学生祭「Sapporo UniFes 2011」に参加して

学生部長表彰の授与式を実施

父母後援会奨学生証書授与式を実施

本学奨学生（1年生）が決定

雪かきボランティアを実施

平成23年度薬学共用試験が終了

退職教員

各地の基幹病院に聞く

市立室蘭総合病院・社会医療法人母恋 日鋼記念病院

「地域でこそ高まる、薬剤師の役割」
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大和田榮治学長

大和田榮治学長が退任されます

　本年3月31日をもって、大和田榮治学
長が退任されることになりました。大
和田学長は平成14年4月、伊藤敬一前学
長の後を継いで、第4代学長に就任さ
れました。1期目から3期目前半の10年
間にわたり本学を運営し、教職員を牽
引してきました。
　6年制薬学教育課程を早くから視野
に入れて、学長就任前の平成5年度に
は本学の教育目標を「質の高い薬剤師
養成」に絞ることを提案し、制度改革、
カリキュラム改革に尽力してきまし
た。講座制の廃止・科目制導入、早期体
験学習実施、学外施設での実務研修の
必修化など、どれも6年制課程の内容
です。学長就任後の平成16年度には2学
科を1学科に統一、カリキュラムを薬
学教育モデル・コアカリキュラムに準
拠させ、新しい薬剤師養成実習に対応
する模擬薬局・無菌室を備えた臨床講
義棟を新築して平成18年度の6年制ス
タートを迎えました。　

　6年制課程1期生の入学宣誓式で大
和田学長は「医療人たる薬剤師を目指
し、本日からスタートをきっていただ
くことを強く願っています」と告辞を
結んでいます。単なる薬剤師ではな
く、医療人としての自覚をもったプロ
フェッショナルを育成することに腐
心してきました。その一つとして、平
成15年に「喫煙対策委員会」を設置、毎
年新入生に対して非喫煙教育を施し、
在学生全員が非喫煙教育を受けた平
成18年4月より構内全面禁煙を断行し
て、平成21年度には、入学者出願資格に
全国でも例のない「入学後、たばこを
吸わないことを確約できる者」を加え
ています。これらの幾つかは、文部科
学省大学改革推進事業に相応しい取
組みとして平成18年度、19年度に連続
して採択されています。平成23年度、薬
学教育6年制の1期生を社会に送り出
す記念すべき節目のこの4月に「北海
道薬科大学附属薬局」が開局します。

　健康上の理由による任期途中での
ご退任ですが、本学の6年制薬学教育
課程を立ち上げ、築き、完成に導いて10
年間の学長職を全うされたことと思
われます。大和田学長の一日も早いご
回復をお祈り申し上げます。

市原和夫教授

市原教授が退職

　本年3月31日をもって、薬理学分野
の市原和夫教授が退職することとな
りました。市原教授は、平成5年4月に
薬理学講座教授として旭川医科大学
より赴任しました。「薬理学I～Ⅲ」の
講義を担当しながら、「虚血性心疾患・
狭心症の治療薬」の研究に携わり、多
くの学位（博士）取得者を輩出しまし
た。特に「スタチン」についての研究は
世界的にも認められています。
　赴任以来、教務部長、大学院運営部
長、実験動物センター長、国際交流委
員会委員長、図書館・医薬情報セン
ター館長、広報部長などを務め、平成
14年に大和田榮治教授が学長に就任

してからは、平成16年、医療薬学科長
を皮切りに、薬学科長、薬学部長、副
学長とその役職が創設されるたびに
役職名が変わっていますが、一貫し
て学長を支え、6年制薬学教育課程薬
学部設置、大学院修士課程薬科学専
攻設置、同博士課程臨床薬学専攻設
置に学長の片腕として関わってこら
れました。特に図書館長として図書
館改革に力を注ぎ、文部科学省の「大
学図書館における先進的な取り組み
の実践例」に、国立大学、有名私立大
学と並んで紹介されています。
　昨年5月に大和田学長が体調を崩
されてからは学長代理、学長職務代

行者として本学の運営に尽力され
ました。
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Shaw教授の特別講演会を開催

　平成23年9月26日（月）、オークランド
大学の John Shaw教授をお招きし、「開
局薬剤師による医療サービスについて
―ニュージーランドの前進的取り組み
の紹介―」という題目で、特別講演会を
開催しました。Shaw教授は、オークラ
ンド大学薬学部の学部長でもあり、

ニュージーランドにおける薬学のトッ
プリーダーとして、薬剤師職能の発展
に大きく貢献されている先生です。講
演では、抗凝血療法への取り組み例を
交えながら、開局薬剤師による医療
サービスのあり方についてわかりやす
くお話頂きました。

講演するShaw教授

附属薬局、サテライトキャンパスを開設します

　平成24年4月2日（月）、本学の経営母体
である学校法人北海道尚志学園が運営す
る北海道薬科大学附属薬局が、JR札幌病
院に隣接する介護サービス付き高齢者向
け賃貸マンション「ブランジェイアール
札幌」の1階にオープンします。また同日
から、同じ敷地内にある本学サテライト
キャンパスも利用可能となります。
　附属薬局では、保険薬局としての業務
を行うのはもちろんのこと、「ブランジェ
イアール札幌」に住む介護を必要とする
高齢者に対しては、在宅訪問も行います。
クリーンベンチ、バイオハザード安全
キャビネットを設備し、無菌調製や抗が
ん剤の調剤にも対応します。さらには、6

年制教育課程の中核である長期実務実習
をはじめとする学部学生の臨床系実習、
卒業研究、および4年制大学院学生の研究
テーマの発掘などにも利用します。また、
本学教員・研究生の研究・研修、現場で活
躍する薬剤師のための生涯研修にも活用
する予定です。
　サテライトキャンパスは、最大収容人
数120名の研修施設です。3つの小部屋に
分割してのグループワークにも対応して
います。JR札幌駅から徒歩圏内ですので、
遠方より来られる方の利便性にも優れて
います。
　本キャンパスの開設目的は、本学の学
部・大学院実習生や教員・研修生を対象と

した講義・研修施設としての使用ですが、
このほかにも、本学卒業生の4年制既卒者
を対象に行う、「6年制卒業者と同等の知
識・技術の修得のための卒後教育」の講義
用施設として、あるいは、地域一般、さら
に薬剤師対象の学術講演会や研修会施設
としても利用します。今後、本学の薬剤師
生涯研修プログラム（薬剤師スキルアッ
プ講座、病態・薬物治療フォローアップ講
座、薬剤師ステップアップ講座、薬剤師
アップトゥデート講座〈薬剤師教育研修
会〉）は、一部を除き、このサテライトキャ
ンパスで開講します。
　附属薬局、サテライトキャンパスとも、ぜ
ひ一度足をお運びいただけると幸いです。

地下鉄東豊線さっぽろ駅21番出口より徒歩3分
地下鉄南北線さっぽろ駅9番出口より徒歩6分
JR札幌駅南口より徒歩10分

附属薬局、サテライトキャンパス
札幌市中央区北3条東1丁目1-1（JR札幌病院隣接）

アクセス

月～金曜日………8：30～17：30
土曜日……………8：30～12：30
日曜日、祝祭日……休み

附属薬局
開局時間
JR札幌駅

苗穂→

ホテルモントレ

全日空
ホテル

ホテルニューオータニ

JRタワー

ビックカメラ

創
成
川

駅
前
通

北4条通

北3条通

JR
札幌病院

地下鉄東豊線
さっぽろ駅21番出口 附属薬局❶サテライトキャンパスの外観

❷サテライトキャンパスの内部
　（間仕切り使用）

❸附属薬局の待合室

❹附属薬局のキッズスペース

❶ ❷

❸ ❹

サテライト
キャンパス



ワークショップのようす①

　地域医療を推進するために必要な多
職種連携のあり方について考えること
を目的として、平成23年9月24日（土）、25
日（日）に、ACU（札幌市中央区）におい
て本学生涯学習センターの主催による
「地域における多職種連携推進ワーク
ショップ in 北海道」を開催しました。
　1日目の特別講演会では、昭和大学客
員教授　戸部敞先生より「薬学教育の現
状」について、また昭和大学横浜市北部
病院客員教授　中島宏昭先生より「地域
における多職種連携と医療人教育の重
要性」についてご講演いただきました。2
日目のワークショップでは、「地域にお

ける多職種連携の推進」をテーマに、医
師、看護師、保健師、ケアマネージャー、
薬剤師ら30名の参加者が、多職種連携推
進を妨げる要因や対応策等についてグ
ループディスカッションを行いました。
また、順天堂大学医療看護学部教授　櫻
井しのぶ先生より「看護の視点からみた
地域医療と多職種連携」についてご講演
いただき、実践例や地域保健の視点から
の多職種連携について話題提供がなさ
れました。参加者からは「様々な職種の
視点を学ぶことができた」、「このような
機会をもっと増やしてほしい」といった
声が聞かれました。

ワークショップのようす②

生涯研修認定制度認証機関（プロバイダー）としての更新が承認されました

　本学は、平成20年10月20日付で薬剤
師認定制度認証機構から、全国では10
番目、薬系大学では6番目の「生涯研修
認定制度認証機関（プロバイダー）」と
して認証されました（認証番号：G10）。
　これまで、
◎疾患ごとの病態生理と薬物療法
について、医師、薬剤師から講義
形式で学ぶ「病態・薬物治療フォ
ローアップ講座」
◎薬剤師が必要とする基本的な技
能を実習・演習形式で学ぶ「薬剤
師スキルアップ講座」

◎特定のテーマに焦点を絞り、講義
のほかグループディスカッショ
ンや演習を取り入れることで、知
識と技能を統合的に身に付ける
「薬剤師ステップアップ講座」
◎医療に関するタイムリーなテー
マについてその道のエキスパー
トが講演する「薬剤師教育研修会
（薬剤師アップトゥデート講座）」

を開催することにより、プロバイダー
としての実績を重ねてきました。
　このたび、これまでの活動実績が評
価され、平成23年11月7日付でプロバ

イダー更新が承認されました。
　本学が開催している講座の詳細につ
いては、下記URLよりご覧ください。な
お、平成24年度の各講座内容について
は、次号の「桂」114号にも掲載予定です。
北海道薬科大学 生涯研修認定制度
URL: http://www.hpus.school-info.jp/

プロバイダーとして
更新が承認された認証状
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4年制大学院博士課程臨床薬学専攻を4月に開設

　このたび、6年制薬学部を基礎とす
る4年制大学院博士課程臨床薬学専攻
を新設しました。本課程は、「本学の教
育理念に基づき、ファーマシューティ
カル・ケアを実践するために先進的な

医療薬学・臨床薬学の研究に取り組む
ことのできる人材の育成」を教育目的
としています。募集人員は3名で、6年
制薬学部卒業生だけでなく、修士の学
位を有する者の入学が可能です。平成

24年度は、2名の入学を予定していま
す。なお、従前の博士後期課程生物薬
学専攻は募集停止となっています。

「地域における多職種連携推進ワークショップ
 in 北海道」を開催



　平成22年4月より平成23年6月まで、
ノースカロライナ大学チャペルヒル
校薬学部（Univer s i t y  o f  Nor th  
Carolina at Chapel Hill, Eshelman 
School of Pharmacy）Kuo-Hsiung Lee
（李國雄）教授のもとで、研究留学する
機会を得られました。
　チャペルヒルは東西に長いノース
カロライナ州のほぼ中央に位置し、北
はバージニア州、南はサウスカロライ
ナ州とジョージア州に接し、車でフ
リーウェイを時速 70マイル（時速 112 
km）で約1時間走ると州境です。東は大
西洋に面し、沿岸部にはアウターバン
クス（Outer Banks）と呼ばれる長い砂
嘴が連なっており、キティ・ホーク
（Kitty Hawk）の海岸ではライト兄弟
による人類初の有人飛行が行われま
した。これはノースカロライナのお国
自慢の一つで、その飛行機が州の記念
クォーター硬貨（¢25）や車の免許証、車
のナンバープレートに描かれていま
す。また西はテネシー州に接し、州境
のアパラチア山脈の山岳地帯にはグ
レート・スモーキーマウンテンズ国立
公園やチェロキー族インディアンの
旧居住地チェロキー村があります。ま
た、山間を縫うブルー・リッジ・パーク
ウェイは「アメリカ人のお気に入りの
ドライブ」のニックネームを持ち、風
光明媚なルートで、秋には美しい紅葉
で人気です。アッシュビル（Asheville）
の市街には、ビルトモア邸というフレ

ンチ・ルネッサンス様式のお城や、ネ
オ・ゴシック、アール・デコ調など芸術
性の高い建物が数多くあります。
　ノースカロライナ大学は1789年創立
のアメリカ最古の州立大学で、71学部、
107の修士課程、74の博士課程のプログ
ラムがある総合大学です。チャペルヒ
ルの東隣のダーラム（Durham）には私
立のデューク大学（Duke University）
が、州都ローリー（Raleigh）にはノース
カロライナ州立大学（North Carolina 
State University）があり、この地域は
三大学を三角形の頂点とするリサー
チ・トライアングルパークと呼ばれ、東
のシリコン・バレーといわれています。
　留学先のLee教授の天然化合物研究
室（Natura l  Products Research 
Laboratories）は、客員教授、教員、博士
研究員や大学院生ら総勢15名ほどが
在籍し、生理活性を有する天然化合物
をリード化合物とした抗がん薬およ
び抗HIV薬の創製を目指して研究が行
われています。留学先での研究テーマ
は、「ジテルペンアルカロイドおよび
クルクミンをリード化合物とする抗
がん薬および抗HIV薬の創製」でした。
　私はこれまでのジテルペンアルカ
ロイドの研究で天然化合物の単離や
新規誘導体の合成により約150種のア
ルカロイドを得ており、Lee教授がジ
テルペンアルカロイドに興味を持た
れたことから、ジテルペンアルカロイ
ド由来の抗がん薬および抗HIV薬の
創製を目指して共同研究を開始しま
した。初めに、108種のジテルペンアル
カロイドのヒトがん細胞に対する細
胞毒性を検討し、活性が見られた化合
物をリード化合物として、新規誘導体
をデザイン・合成しました。次に、これ
ら誘導体による細胞毒性試験を行い、
数μMの濃度でヒトがん細胞の細胞増
殖を阻害する新規化合物を、また、が

ん細胞よりも多剤耐性がん細胞に対
して数倍効果を示す新規化合物を見
出しました。さらに、デューク大学と
の共同研究で抗HIV活性評価を行い、
数μMの濃度でプロテオソーム阻害活
性を示す化合物を見出しました。クル
クミンおよびその誘導体は、ヒト前立
腺がん細胞に対し強い増殖阻害作用
を有することが、すでにLee研究室で
発見されています。今回新たに新規誘
導体をデザイン・合成し、細胞毒性試
験を行いました。さらに、国立台湾大
学と共同研究を行うことでヒト肺腺
がん細胞増殖阻害を示す新規クルク
ミン誘導体を見出すことができまし
た。これらの留学での研究成果は学術
論文誌に発表され、帰国後も引き続
き、Lee研究室と共同で研究を進めて
いくことになりました。
　留学中はアメリカの文化や生活に
触れ、多くのことを学ぶことができ、
また改めて日本の良さも感じること
ができました。3.11 東日本大震災以降
は、色々な方に「君の家族は大丈夫か」
と声を掛けて頂き、友人達と行った
チャリティーバザーでは多くの方か
ら暖かい言葉と寄付を頂きました。
　今回の留学では貴重な体験をする
ことができ、本学大和田学長をはじ
め、教職員の皆様に感謝申し上げま
す。また、UNC Lee教授およびLee研究
室の皆様、現地でお世話になった方々
にお礼を申し上げます。

ノースカロライナ大学薬学部における研究留学
医薬化学分野　准教授 和田　浩二

Lee教授と日本人スタッフ

ライト兄弟国立記念碑（歴史的初飛行の地キルデビル・ヒルに）

5

P U B L I C  R E L A T I O N S  M A G A Z I N E

2012.3 .14   Vol .113



6

か つら
[ K A T S U R A ]

北薬大情報
北海道薬科大学広報部

　大学院修士課程2年生の修士学位論
文発表会を、平成24年1月27日（金）に
開催しました。
　発表者は、6年制施行にともなって
募集が停止された臨床薬学専攻の最
後の大学院生であり、発表後の質疑応

答では活発な討論が行われました。
●前田詩織：糖尿病ラットの血小板凝
集能に及ぼすアスピリン投与量の違
いによる影響（指導教員：早勢伸正）

大学院修士学位論文発表会を開催

体験実習のようす

出前オープンキャンパスを開催

　平成23年10月24日（月）16：00より、ロワ
ジールホテル函館において近郊の高校生
および保護者の参加による、「出前オープ
ンキャンパスin函館」を開催しました。出
前オープンキャンパスは、大学でのオープ
ンキャンパスに参加できなかった高校生、
保護者の方などを対象に行っており、平成
22年度の北見に続き2度目の開催です。

　入試部長による開会の挨拶から始ま
り、薬剤師の仕事の紹介、体験実習、個別
相談を行いました。体験実習では、函館
市で病院薬剤師として働いている本学
の卒業生も参加し、参加者に軟膏剤、ア
ロマスプレー、化粧水を調製してもらい
ました。個別相談では、薬剤師の仕事や
本学に関する熱心な質問がありました。

発表する前田詩織さん

第3回・第4回オープンキャンパスを開催

　第3回・第4回オープンキャンパスを、
平成23年10月8日（土）・9日（日）に開催
し、高校生および保護者・同伴者の方
が多数参加しました。
　参加した高校生は、大学概要説明の
後、3つのテーマのうち興味のあるも
の1つを選んで「模擬講義」を受けまし
た。「体験実習」では、注射剤調製、
ティーツリーオイル作り、軟膏剤調

製、および科学研究部による体内現象
のデモンストレーションを体験する
ことができました。このほか、学生生
活、クラブ、授業、実務実習などの体験
談を直接、在学生から聞くことができ
る「在学生とトーク」、薬の元となる植
物がいっぱいの「薬用植物園ツアー」、
学内のいろいろな部屋を見て回れる
「学内見学ツアー」、そして「サークル

紹介」のコーナーも盛況でした。また
今回の昼食には、8月にオープンした
ばかりの新学生食堂で、オープンキャ
ンパス限定の3種類のウェルカムラン
チが振る舞われました。
　それぞれの企画を体験することで、
本学への理解を深めていただけたも
のと思います。

体験実習（軟膏剤）のようす 体験実習（無菌調剤）のようす 体験実習（科学研究部デモ）のようす
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父母懇談会のようす

平成23年度父母懇談会を開催

　平成23年10月に、本学および道内5
地区（北見、釧路、旭川、帯広、函館）、
道外5地区（青森、盛岡、仙台、秋田、東
京）において父母懇談会が開催され
ました。今年度は316名（対在籍学生
数24.9％）のご父母の方々にご参加い
ただき、学生生活と学業について
様々な情報を交換しました。また、本
学のご父母の控え室を新学生食堂と

して、体験を兼ねた昼食を用意し、高
評価をいただきました。
　今年度は1年次学生のご父母の参
加が87名（同36.3％）と多く、学生生活
を送る上での相談を多く受けまし
た。今後とも、ご父母の皆様と密に連
携をとりながら学生を支援していき
ます。

本学学生が系列校の講師を務めました

　平成23年10月4日（火）、本学系列校
の北海道尚志学園高等学校1年生普
通科文理コースの総合学習の時間
に、本学の学生5名が「系列校ガイダ
ンス」の講師を務めました。
　ガイダンスでは本学の丹保好子教
授による大学概要紹介の後、岩山訓
典君（博士2年）、佐藤恵亮君（博士1
年）、中川莉紗さん（5年）、村尾優さん
（5年）、吉富亮君（5年）が、本学への志

望動機、どうして薬剤師になろうと
思ったか、学生生活での体験談など、
高校生が普段はなかなか耳にするこ
とのない情報をわかりやすく話しま
した。
　ガイダンス終了後は、生徒の皆さ
んと学生講師との間で積極的な質疑
応答が交わされました。

講師を務めた岩山訓典君

駒形先生の特別講演会を開催

　平成23年12月14日（水）、本学418教
室において、株式会社Kaeマネジメン
ト代表取締役である駒形和哉氏をお
招きして、「本物の薬局、本物の薬剤
師とは～地域医療に貢献できる薬剤
師の育成～」と題した特別講演会を
開催しました。
　講演では、日本の財政や政策を踏
まえての現代医療の実状に始まり、
それに関連する薬局や薬剤師の環境

の変化、在宅への取り組み、2025年を
見据えた薬剤師の養成について、軽
妙な語り口でわかりやすくご説明い
ただきました。特に在宅への取り組
みについては、薬剤師は、医療が主体
の医師・看護師と介護が主体のケア
マネジャー・介護士の間をつなぐ重
要な役割を担っていることを強調さ
れていました。

講演をする駒形和哉氏
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平成23年度第2回就職相談会を開催

　平成23年度第2回就職相談会を、平
成23年12月2日（金）に本学（桂青館、会
議室）で開催しました。春の就職相談
会では、食堂新築工事のために駐車場
の確保が困難であり、参加企業数が限
られましたが、今回は開局薬局（103）、
病院薬局（68）、製薬企業（7）、医薬品卸
業（2）および公的機関（3）の計183施設
に参加していただき、昨年同時期に開
催した相談会とほぼ同規模の参加総
数となりました。また、相談会に参加
した学生数は昨年度とほぼ同程度で
あり、昨年同様5年生の参加が多く全
体の約70％を占めましたが、6年生は
すでに採用内定を受けている学生が
多いため少なくなっています。
　相談会では、採用担当者を対象とし
たオリエンテーションの後、新食堂で
の本学教員との会食、12時30分から15
時30分まで学生との個別面談を行い
ました。参加学生は精力的にブースを

訪れ、札幌圏以外の道内医療機関や薬
局のブースでも採用担当者との活発
な面談が行われていました。1年生の
アーリーエクスポージャー、2・3年生
の体験学習を地元で実施することに
より、「地域医療を担う薬剤師」という
使命感が醸成されていることがうか
がえました。
　参加された採用担当者に例年実施
しているアンケートによると、「採用
する際のポイント」は今回も性格、応
対、一般常識、学力の順となっていま
す。本学学生に対する印象として“礼
儀正しいが少し消極的”との感想が多
く聞かれます。積極的な行動がとれる
ように、就職部では早い時期から指導
したいと考えています。
　やりがいのある就職先を見つける
ためには、適切な就職活動、早めの情
報収集・自己適性の把握などが必要で
す。採用担当者から、就職相談会は情

報収集・企業へのアピールの良い機会
であり、低学年の学生の参加も歓迎す
るとのご意見をいただいています。今
後は、全学年が参加できるよう日程を
調整し、より有意義な就職相談会にな
るよう運営面を改善していきます。
　就職部では就職相談会以外にも、ラ
ンチョンセミナー、就職に関する講演
会、就職活動支援のWEBサイト「進路
支援システム」の導入などを通して学
生の皆さんの就職活動を支援し、就職
活動をする際に不明な点が生じた時
は、いつでも適切なアドバイスができ
るよう万全の体制を整えています。

卒業生・在学生合同懇話会が開催される

　平成23年12月2日（金）に行われた
就職相談会終了後、ポールスター札幌
において、相談会に参加した在学生と
卒業生との交流を目的とした、第19
回卒業生・在学生合同懇話会が北海道
薬科大学同窓会主催で開催され、多く
の採用担当者の方々を含む、在学生

85名、卒業生60名、本学教員21名が参
加しました。在学生は希望職種の卒業
生を囲み、将来に向けてのアドバイス
を受けたり、就職に関して不明な点を
相談するなど積極的な情報交換が行
われました。

合同懇話会のようす

就職相談会のようす

平成23年度後期薬系企業研究会を開催

　平成23年度後期薬系企業研究会を開催
しました。後期は9～10月に、前期と同様
のランチョンセミナー形式で計10回行い
ました。各回ともほぼ定員を満たす学生
が参加し、会社概要、薬剤師業務・役割、薬

剤師研修体制、就活テクニックなど幅広い
内容について、熱心に採用担当者の説明を
聴き、また、積極的に質疑応答を行ってい
ました。これをもって、今年度の薬系企業
研究会はすべて盛況に終了しました。

企業担当者による説明のようす
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　みなさんこんにちは！ 
　このたび、私が部長を務める北薬大
ダンス部は、「Sapporo UniFes 2011」
（ユニフェス）に参加させていただきま
した。ユニフェスとは、「北海道の未来
の為に、学生が自らの活動を通して地
域の方々との連携をはかり、北海道を
活気づける場を設ける」ことを目的に、
札幌近郊の大学生、短大生、専門学生な
どが造り上げる大きな学校祭のような
ものです。
　2011年のユニフェスは、10月15日
（土）、16日（日）に大通り7・8丁目公園で
行われ、大勢のお客様が来場されまし
た。会場内には23個のブースが設置さ
れ、「献血ってなぁに？」、「赤ちゃんは
お腹にいるときどう感じているの？」、
「フェアトレードってなに？」などの企
画を通して、街の方たちに「北海道の学

生はこんな勉強や活動をしています」
ということを伝えることができまし
た。
　そのなかで、北薬大ダンス部9名は
1日目のパフォーマンス部門に参加し
ました。パフォーマンス部門には、ダン
スの他にもアカペラや、ダブルダッチ、
チアダンスなどを行う団体も参加して
おり、皆で協力してユニフェスを盛り
上げました。
　様々な大学の人たちと交流すること
で、大学ごとの専門分野の話を聞いた
り将来の夢を語る機会があり、とても
有意義な時間を過ごすことができまし
た。また、札幌で行われた代表者会議に
参加したときには、同じ地元出身の後
輩を見つけることができ、思わぬ再開
に二人で盛り上がりました！
　今回のユニフェスでは、人と人との

つながりを感じることができました。
これからもこのような機会を大切に
し、学生にしかできないことを積極的
に行うことで、いろいろなことを学ん
でいきたいと思います。
　ダンス部は、4月に北薬大で行われる
新入生歓迎会でもステージに立つ予定
です。ダンス部の活動に興味を持った皆
さん、北薬大でお会いしましょう！

参加したダンス部のメンバー

丹保教授が薬物乱用防止教育で講演

　平成23年10月20日（木）に小樽潮陵高
等学校、および11月16日（水）に小樽商
業高等学校において開催された「薬物
乱用防止教育」で、本学の丹保好子教
授が講演しました。小樽潮陵高等学校
では定時制の生徒さん35名、小樽商業
高等学校では生徒さん417名が参加し、
青少年の薬物乱用の実態や、薬物乱用

の依存性の怖さについて学びました。
　それぞれの講演後には、小樽潮陵高
等学校定時制生徒会長の宮本奈々さ
ん、小樽商業高等学校生徒会長の土井
鈴郁さんが、薬物の危険性について正
しい知識を持ち、薬物の誘惑に負けな
いよう努める「薬物乱用防止宣言」を
行いました。

講演をする丹保好子教授

本学学生が第26回小樽市
薬物乱用撲滅キャンペーンに参加

　平成23年11月5日（土）、長崎屋小樽
店において第26回小樽市薬物乱用撲
滅キャンペーンが開催されました。本
学の１～3年生8名が、市民に薬物乱用

防止の啓発リーフレットやグッズ等
を配布するなどのボランティアとし
て参加しました。

薬物乱用撲滅キャンペーンに参加した学生

札幌合同学生祭
「Sapporo UniFes 2011」に参加して

3年　網谷 瞳



雪かきボランティアを実施

　平成24年2月10日（金）、本学桂青会
地域連携局が、恒例の桂岡・銭函地区
の雪かきボランティアを実施しました。
学生20名と教職員が参加し、事前に
希望のあった個人宅において雪かき

を行いました。
　また今回は初の試みとして、本学の
スクールバス発着所として日ごろより
お世話になっている、JR銭函駅および
その周辺の雪かきも行いました。 雪かきボランティアに参加した学生および教職員

学生部長表彰の授与式を実施

　平成23年9月26日（月）および平成
24年2月20日（月）に、本学会議室にお
いて学生部長表彰の授与式を行いま
した。受賞者は6年生の須藤迪衣さ
ん、2年生の今江敏浩君、1年生の小林
孝広君です。
　須藤さんは、平成23年8月4日（木）に
大阪大学で開催された「日本薬学会 
第1回全国学生ワークショップ6年制
一期生として薬学教育に望むこと」
に、本学の学生代表として参加しまし
た。その際、他大学の学生たちと構成

したグループのチームリーダーとし
てチームをまとめ、また、自分の意見
を積極的に発言したことが、本学の名
誉を著しく高めたと認められました。
　今江君、小林君は、桂青会の「障がい者
支援局」に所属すると同時に、聴覚障害
を有する1年次学生の授業内容のノート
テイクおよびその支援を積極的に行っ
たことが、医療職を目指す本学学生の規
範となったことが認められました。
　受賞者には、猪爪学生部長から表彰
状および記念品が手渡されました。

10

本学奨学生（1年生）が決定

学部奨学生
1年

　前期の成績に基づき、学部1年生の
奨学生10名が決定しました。それに
ともない、証書授与式を平成23年11
月17日（木）に本学会議室において行

いました。授与式では市原学長職務
代行者から奨学生証書と奨学金（6万
円）が授与されました。奨学生は次の
10名です。

父母後援会奨学生証書授与式を実施

　父母後援会奨学金規程に基づく平
成23年度奨学生20名が決定し、平成23
年12月12日（月）に本学会議室におい
て奨学生証書授与式を行いました。父

母後援会奨学金制度は、学業・人物と
もに優れ、経済的理由により修学困難
な学生20名に奨学金10万円を給付す
るもので、平成21年度に設立されまし

た。授与式では、父母後援会会長代理
として出席した猪爪副会長から奨学
生証書が授与された後、お祝いと激励
の言葉をいただきました。

池田大騎、石澤清心、大石梨乃、鈴木 生、髙橋雅也、中川景介、
中田一生、支部愛美、丸山ことね、三浦綾華

市原学長職務代行者と奨学生

表彰された今江敏浩君（左）と小林孝広君（右）

表彰された須藤迪衣さん

か つら
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退職教員

　本年3月31日をもって、佐藤重一
教授（薬剤学分野）が定年退職しま
す。佐藤教授は、昭和51年4月に薬剤
学研究室の助手として着任し、その
後講師、助教授を経て、平成12年4月
に、新設された物理薬剤学研究室の
教授となりました。教育において
は、主に「物理薬剤学」を担当し、研
究においては「薬物の体内動態と相
互作用に関する研究」など、一貫し
て薬物動態学に関する研究で業績
を残しました。また、校務役職とし
て教務部長、学生部長などを歴任し
ました。

　本年3月31日をもって、森本一洋
教授（薬剤学分野）が定年退職し、帝
京平成大学薬学部に着任することと
なりました。森本教授は、平成10年4
月に薬剤学研究室の教授として赴任
し、教育において、「製剤学」、「生物
薬剤学」などを担当しました。主な研
究テーマは、「薬物送達システム
（DDS）や吸収改善を指向した製剤
開発」であり、近年は「抗菌薬による
呼吸器感染症の治療戦略」に尽力し
ました。また校務役職として学生部
長、実験動物センター長などを歴任
しました。

　本年3月31日をもって、今井幹典
准教授（医薬化学分野）が退職し、金
城学院大学薬学部に着任することと
なりました。今井准教授は、平成14
年4月に薬化学研究室の助手として
赴任し、その後、講師を経て医薬化学
分野の准教授となりました。教育に
おいては、「有機化学Ⅱ」、「有機化学
Ⅲ」などを担当し、主な研究テーマ
は、「触媒を用いた新規反応の開発と
天然物の合成への応用に関する研
究」でした。また校務役職では、入試
部主任として本学の入試業務に従事
しました。

佐藤教授が定年退職 森本教授が定年退職 今井准教授が退職

平成23年度薬学共用試験が終了

　平成23年度薬学共用試験が終了し、4年生195名中194名がCBT、OSCEの両方に合格しました。

合 格 者 数受 験 者 数実 施 日 程

本試験：平成23年12月15、16日
再試験：平成24年2月22日

合 格 基 準

本試験：平成24年1月21、22日
再試験：平成24年2月25日

◎平成23年度薬学共用試験結果

CBT

OSCE

共用試験

正答率60%以上

細目評価70%以上
概略評価5以上

194

195

194

195

195

195
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佐藤　人口9万4千人あまり
の室蘭市には99の医療機関
があり、かつ、市立室蘭総合
病院、当院、製鉄記念室蘭病
院という3つの基幹病院が置
かれています。医療環境とし
ての充実度は高い街だと思
いますね。
上田　一方で、高齢者人口の
比率が高く、3人に1人が65歳
以上です。このため、その状
況に即した医療体制の充実
も進んでいます。当院では脳
神経外科の患者の増加を受
け、HCU（高度治療室）を増
やすとともにリハビリ部門
を拡張し、早い段階からリハ
ビリを行える体制を作って
いるところです。
佐藤　当院は平成19年に、西
胆振医療圏の地域がん診療
連携拠点病院に指定され、診

断を行う消化器センター、化
学療法センターのほか、緩和
ケア病棟を設置しました。開
業医との連携を含め地域の
がん診療を担っています。
上田　当院にも緩和ケアの
チームはありますが、看取り
には対応していないため、そ
の部分は日鋼記念病院に任
せることになります。
佐藤　逆に、私たちの病院に
は脳神経外科の医師が常駐
していないので、市立室蘭総
合病院や単科の医療機関と
連携しています。ほかにも循
環器は製鉄記念室蘭病院が
得意としているなど、3基幹
病院、それに開業医も含めて
地域内で密にカバーし合い
ながら医療を行っていると
いう地域特性がありますね。

上田　当院では昨年から、脳
神経外科と消化器内科の病棟
に薬剤師が常駐しています。
看護師の負担を減らすととも
に、患者の持参薬を含めた薬
の管理を薬剤師に任せること
で、安全性を確保することが

狙いです。ただ、十分な数の薬
剤師がいないため、フルタイ
ムでの常駐は難しいというこ
とが大きな悩みです。
佐藤　以前は、薬剤師が十分
に病棟へ出向いていたので
すが、当院でも薬剤師不足か

ら現在、活動が鈍り、入院時
の持参薬管理業務に止まっ
ています。薬剤管理から服薬
指導まで、薬剤師への期待は
非常に大きいですし、それだ
けにやりがいもあります。ぜ
ひ活躍の場として考えてほ

しいですね。
上田　そうですね。急性期治
療の現場での安全な薬剤の使
用から在庫の適正管理まで役
割も多く、それだけに幅広く
医療に関わっているという実
感も得られると思います。

──医療を取巻く環境という視点で、
　　室蘭市の特徴は？

──そうしたなかで、薬剤師に期待する
　　役割、ニーズは？

上田　結核治療で注目され
るDOTS（直接服薬確認療法）
を、当院では室蘭保健所との
協同で行っています。退院後
の抗結核薬の服薬を、調剤薬
局などと連携しつついかに
フォローすべきかについて
毎月、カンファレンスを実施
しており、院外からも薬剤師
が参加して、地域連携を考え
る機会にもなっています。
佐藤　私の病院では、地域が
ん診療連携拠点病院として
「緩和ケア研修会」を開催し
ています。がんを罹病した患
者のケア等についてロール
プレイを交えて研修するも
のですが、地域の医療関係
者、そして薬剤師も参加して
がん医療について考え、知識
を深めています。
上田　パブリックな勉強会
としては、薬剤師会、病院薬
剤師会ともに毎月、講演会や
勉強会を開催し、参加すれば
研修認定の単位が得られる
ようになっていますし、医師
会と共催で行われる講演会
なども多い月には数回以上
あります。著名な医師の話を
聞く機会などが、札幌などと

比べても多いことが特徴と
いえます。
佐藤　薬剤師会の事業とし
て医療機関と地域薬局の薬
薬連携の調査もスタートし
ていて、在宅を含む地域医療
に対しても関心の高い地域
ですし、このように、勉強や
スキルアップの環境には十
分なものがある地域だと思
います。
上田　室蘭はJRなら札幌ま
で1時間ちょっとですし、仕
事と生活を無理なく両立で
きるワーク・ライフ・バラン
スに優れた街です。温泉も近
いし、スキー場も海もあり、
室蘭やきとりにカレーラー
メン（笑）。ぜひ、この室蘭で
活躍してくれることを期待
しています。

──薬剤師としてのスキルアップの環境は？

地域でこそ高まる、
薬剤師の役割
在宅医療を含む地域医療の重要性が取り沙汰されるなか、道内の各
エリアにはどのような環境があり、どんな取り組みが行われている
のか。今回は室蘭市を訪ね、市立室蘭総合病院の上田薫薬局長、日鋼
記念病院の佐藤英二薬剤部長に、地域における医療連携と薬剤師の
役割についてお話を伺いました。

各地の基幹病院に聞く

薬局長　上田 薫 氏 薬剤部長　佐藤 英二 氏
日鋼記念病院市立室蘭総合病院

市立室蘭総合病院 社会医療法人母恋 日鋼記念病院

前列左より日鋼記念病院薬剤部長 佐藤英二
氏、市立室蘭総合病院薬局長 上田薫氏、本学実
務実習委員会委員長 早川逹、後列左より就職
部主任 村上美穂、広報部主任 戸田貴大
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